
仁淀川地域アクションプランの追加・削除・拡充等

（予定項目）

仁 淀 川 地 域 本 部

令和７年１月 27 日（月）

令和６年度第２回仁淀川地域アクションプランフォローアップ会議資料

資料２



（1）追加（新規）：　４件
　　○　日高村におけるクラフトビール工房を軸にした交流人口の拡大と
         地域の活性化（日高村）
　　○　仁淀川町「池川こんにゃく」の生産拡大による地域の活性化（仁淀川町）
　　○　仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイスキーのブランド化による
　　　　 地域の活性化（仁淀川町）
　　○　仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト（仁淀川町）

（2）削除（廃止）：▲２件
　　　

　　○　くろしおミョウガ販売拡大プロジェクト（須崎市、中土佐町、津野町）
　　○　佐賀地域の資源を活用した拠点ビジネス推進（黒潮町）

  (3)  分割 ： １件
　　○  宿毛市の地域資源を活用した観光振興（宿毛市）
　　　→[分割]　道の駅「すくもサニーサイドパーク」を拠点とした地域振興（宿毛市）
                 

地域アクションプランの令和７年度の追加・削除項目（案）

　
   新規事業の掘り起こしや既存事業が抱える課題の解決を図りながら、地域アクションプランの実現に向けて、産業振興推進地域本部を中心に取り組みを推進していく。

　　　　

 地域アクションプランへの支援の方向性

R6年度
（第5期）

R7年度
（第5期Ver.2）

AP数
R7.1月時点

増減 AP数 
追加 削除 分割 計

安芸 20 　 20

物部川 19 19

高知市 14 　 14

嶺北 16 16

仁淀川 29 ４  ４ 33

高幡 25 ▲１ ▲１ 24

幡多 30 ▲１
(1→2)
１ 30

　
合計 153 4 ▲２ 1 ３ 156

 地域アクションプランの増減　　R6年度 153件 → R7年度 156件（＋3）

（２）新たな地域アクションプランの掘り起こし
　　　①発掘支援型アドバイザーと連携して、地域アクションプランへの位置付け
　　　　 を目指す取り組みを掘り起こし
　　　②地域おこし協力隊や起業者の情報を基に個別訪問を行うなど、
         市町村や商工会等と連携した取り組みを強化
　　　
　　　　
　　　　

（１）地域アクションプランの実行支援
      ①課題解決型アドバイザーと連携して、個別課題の解決を支援
　　　②課題一貫支援型アドバイザーと連携して、地域への経済波及効果が大きい
　　　 　案件の全体的な課題の整理・分析及び解決策の検討を支援
　　　③中山間地域における正規雇用の拡大を図るため、実施主体が取り組む設備
         投資への支援を強化
　　　　

拡
拡
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仁淀川地域アクションプラン項目（第5期計画（R6年度）と 第5期計画Ver.2（R7年度）の対比表）

【仁淀川地域】

土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

9 9 8 7 5 7 9 9 11 7 5 8

1 仁淀川流域の薬用作物の生産性の向上による産地振興 ● ● ● ● ● ● ● ● 1 仁淀川流域の薬用作物の生産性の向上による産地振興

2 日高村まるごとブランド化 ● ● 2 日高村まるごとブランド化

3 いの町生姜生産・販売拡大プロジェクト ● ● 3 いの町生姜生産・販売拡大プロジェクト

4 本川手箱きじの販路拡大 ● ● 4 本川手箱きじの販路拡大

5 越知町における食用山椒の産地振興 ● ● 5 越知町における食用山椒の産地振興

6 仁淀川流域における特用林産物の生産拡大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6 仁淀川流域における特用林産物の生産拡大

7 佐川町における自伐型林業の推進と地域の活性化 ● ● 7 佐川町における自伐型林業の推進と地域の活性化

8 宇佐の一本釣りうるめいわし等の鮮魚加工品の販路拡大と地域の活性化 ● ● 8 宇佐の一本釣りうるめいわし等の鮮魚加工品の販路拡大と地域の活性化

9 土佐市における養殖魚加工体制の構築による加工品の販売拡大と地域の振興 ● ● 9 土佐市における養殖魚加工体制の構築による加工品の販売拡大と地域の振興

10 「土佐和紙」の販売促進 ● ● ● ● ● ● ● ● 10 「土佐和紙」の販売促進

11 土佐市における木毛（もくめん）を核とした製品の販路拡大とブランド化 ● ● 11 土佐市における木毛（もくめん）を核とした製品の販路拡大とブランド化

12 「ドラゴン広場」を核にした高岡商店街の活性化 ● ● 12 「ドラゴン広場」を核にした高岡商店街の活性化

13 いの町中心市街地の活性化 ● ● 13 いの町中心市街地の活性化

14 地域産品を活用した冷菓等の販路拡大 ● ● 14 地域産品を活用した冷菓等の販路拡大

①追加 ● 15 日高村におけるクラフトビール工房を軸にした交流人口の拡大と地域の活性化

15 仁淀川町におけるクラフトビールを軸にした交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● 16 仁淀川町におけるクラフトビールを軸にした交流人口の拡大と地域の活性化

16 仁淀川町における(株)フードプランを核とした野菜の産地形成と販売拡大 ● ● 17 仁淀川町における(株)フードプランを核とした野菜の産地形成と販売拡大

17 仁淀川町の基幹産業である茶の６次産業化の推進 ● ● 18 仁淀川町の基幹産業である茶の６次産業化の推進

②追加 ● 19 仁淀川町「池川こんにゃく」の生産拡大による地域の活性化

③追加 ● 20 仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイスキーのブランド化による地域の活性化

18 さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大 ● ● 21 さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大

19 「まきのさんの道の駅・佐川」を活用した交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● 22 「まきのさんの道の駅・佐川」を活用した交流人口の拡大と地域の活性化

20 「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 23 「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進

21 土佐市における体験型観光と食観光の推進 ● ● 24 土佐市における体験型観光と食観光の推進

22 観光交流施設｢南風｣を核とした新居地区の活性化 ● ● 25 観光交流施設｢南風｣を核とした新居地区の活性化

23 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進 ● ● 26 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進

24 いの町本川地区での山岳観光の推進 ● ● 27 いの町本川地区での山岳観光の推進

25 仁淀川町滞在交流型観光の推進 ● ● 28 仁淀川町滞在交流型観光の推進

④追加 ● 29 仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト

26 佐川町の歴史と文化を生かした観光の推進 ● ● 30 佐川町の歴史と文化を生かした観光の推進

27 越知町の「アウトドアなまち」体験型観光の推進 ● ● 31 越知町の「アウトドアなまち」体験型観光の推進

28 日高村の地域資源を生かした体験型観光等の推進 ● ● 32 日高村の地域資源を生かした体験型観光等の推進

29 日高村能津地区における交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● 33 日高村能津地区における交流人口の拡大と地域の活性化

№ 現在（令和6年度） № 改定案（令和7年度）
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仁淀川地域アクションプランの追加・削除・拡充等(予定項目)

■追加

■削除

なし

■その他(拡充、統合、分割等)

なし

NO. アクションプラン名 事業概要

１

日高村におけるクラフトビール工房を軸に

した交流人口の拡大と地域の活性化(日高

村)

【実施主体】

(株)BREWSHIDO、日高村

日高村の農産物を活用したクラフトビールを製造し、県

内外への販路拡大を図るとともに、観光や宿泊業等と

連携しながら、地域活性化及び観光交流人口の拡大

につなげる。

２

仁淀川町「池川こんにゃく」の生産拡大に

よる地域の活性化(仁淀川町)

【実施主体】

山のめぐみ舎、仁淀川町

仁淀川町伝統の「池川こんにゃく」の生産性の向上と

販路拡大を図るとともに、古民家を活用したカフェや

宿泊事業との連携により交流人口の拡大や地域の

活性化につなげる。

３

仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイ

スキーのブランド化による地域の活性化

(仁淀川町)

【実施主体】

(株)高知ウイスキー、仁淀川町

清流仁淀川の水と町内資源を活用し、製造したジ

ン・ウイスキーの国内外への販路開拓に取り組むこと

で、地域の所得向上を図るとともに地域ブランドの確

立を目指す。

４

仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト

(仁淀川町)

【実施主体】

(株)西部建設、仁淀川町

新たな滞在拠点施設の整備により、仁淀川の自然

資源を生かしたアクティビティ施設へのさらなる誘客を

図り、滞在交流型観光の推進と地域の活性化を目

指す。
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[新規]No.15　日高村におけるクラフトビール工房を軸にした交流人口の拡大と地域の活性化

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容これまでの取り組みと課題

＜仁淀川地域本部＞

【これまでの取り組み】
(1)スコットランドで18ヶ月間自家醸造を行い、29種類のビール製造及び独自レシピ
　　を開発(R2～R4)
(2)日高村の地域おこし協力隊として起業に向けた活動を行うなかで、仁淀川町の
　　Mukai Craft Brewingでの研修や日本各地の醸造所32カ所を視察(R4∼)
(3)醸造施設を建設する土地を確保(R6)
(4)専門家の助言を受けながら事業計画を作成(R6)

【課題】
・酒類製造免許取得申請に必要な醸造施設の整備
・施設整備後の人員体制の強化
・販売先の確保
・副原料の調達先の確保、地域との連携強化
・観光交流人口の拡大に向けた取り組み
・ビールの製造過程で発生するモルト粕の堆肥への活用

　

事業概要

日高村の農産物を活用したクラフトビー
ルを製造し、県内外への販路拡大を図
るとともに、観光や宿泊業等と連携しな
がら、地域活性化及び観光交流人口
の拡大につなげる。

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

醸造所の整備及び
製造販売体制の強化

交流人口拡大に向け
た取り組み

(1)パブ併設醸造施設の整備及び製造販売体制の強化
　　・活動拠点となる醸造施設の整備(R8.1月完成予定)
    　 (地域経済循環型創造事業交付金(総務省)を活用予定)
　　・施設整備後は、地域おこし協力隊の確保
       (任期終了後は雇用を想定）
　　・商談会等への出展や営業活動による、県内外のクラフトビール
　　 を多く取り扱う酒屋や専門店を中心とした販路の確保
　　・副原料となる地域資源の掘り起こし

(2)周辺施設との連携による日高村の特色を生かした観光推進
　　と地域の活性化
　　・村内外イベント出店による情報発信
    ・地域の特色や海外の文化を発信し、観光客を誘致
    ・バリアフリーデザインの醸造所見学ツアーの実施(R8～)
　　　 (ビール醸造工程に加え、日高村の水害の歴史や地域
　　　　 コミュニティの紹介も行う唯一無二のツアーを計画)
　  ・英語や、やさしい日本語対応により、インバウンド客を受入れ
  　・醸造所から出るモルト粕を堆肥化し、地域農業で活用

パブ運営

醸造所見学ツアー受入

分野 商工業

実施主体 ◎(株)BREWSHIDO、日高村

APへの位置付け R7.４月

第５期(R6～R9)

指標 出発点 R7目標 R9目標

クラフトビール等販売額
(1月～12月) ー ー 25百万円

醸造所ツアー参加人数
(1月～12月) ー ー 288人

施設整備 製造・販売酒造免許取得

人材確保
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[新規] No.19　仁淀川町「池川こんにゃく」の生産拡大による地域の活性化
第５期(R6～R9)

指標 出発点
(R5) R7目標 R9目標

売上高
(1月～12月) 164万円 ー ー

分野 商工業

実施主体 ◎山のめぐみ舎、仁淀川町

APへの位置付け R7.4月

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容これまでの取り組みと課題

＜仁淀川地域本部＞

【これまでの取り組み】
・山のめぐみ舎を設立(H28)
　→池川地場産品加工組合から池川こんにゃく製造を継承
・必要最低限の加工場の改修及び設備の整備(H30)
　→地域おこし協力隊起業支援補助金等を活用
・古民家カフェ「山のめぐみ舎」をオープン(H30)
　→土日予約制カフェの営業開始
・こんにゃくづくり体験、ランチ提供を開始(R元)
・クラウドファンディング活用による古民家一棟貸し宿の整備　　
　(R3)
・町内事業者と連携したツアー企画運営団体KILTA
 IKEGAWAを設立(R5)
・KILTA IKEGAWAによるモニターツアーの実施(R5)
・池川夜神楽ツアーの開始(R5)
・健康食品製造販売会社(株)NINZIAとのこんにゃく芋の
 加工食品開発に向けた検討開始(R5)

【課題】
・加工施設の老朽化
・製造及び販売に関する人材の確保
・県内外での販路開拓
・原料(こんにゃく芋)の安定確保

　

事業概要

仁淀川町伝統の「池川こんにゃく」の生産性の向上と販路拡大を図るとともに、古
民家を活用したカフェや宿泊事業との連携により交流人口の拡大や地域の活性
化につなげる。

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

生産体制の
構築

　　　

販路開拓

(1)運営体制の構築
　①製造・販売体制の強化
　　・加工施設整備及び稼働開始(加工施設整備用地は確保済(Ｒ６))
　　・受入体制の強化、新たな人材の確保、連携
　　・人材確保に向けた関係機関の情報提供（役場：移住施策や地域おこし協力隊など）
　②品質管理と衛生管理の確立
　　・HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の実施
(2)販売促進・販路拡大
　①販売促進に向けた取り組み
　　・イベント出店による情報発信、KILTA IKEGAWAを活用したイベント開催
　　・県内イベントなどに関する情報提供
　②販路拡大に向けた取り組み
　　・商談会等への出展による販路拡大、SNS等による販促活動
　　・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
　③こんにゃく芋を活用した新商品開発
　　・生産者との連携強化
　　・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現
　　・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用提案
(3)情報発信・プロモーション
　①魅力向上に向けた取り組みの推進
　　・SNSやメディア等を通じたPR
　　・学校や企業等の見学や研修の受入れ
　　・各種取り組みにおける情報提供

池川こんにゃく(むく、きび)

カフェでのこんにゃくランチ

加工施設整備 加工施設稼働

地域おこし協力隊等を活用した人材確保

商談会・イベント等への出展、SNS等での情報発信
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[新規] No.20　仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイスキーのブランド化による地域の活性化
第５期(R6～R9)

指標 出発点 R7目標 R9目標

ジン・ウイスキー売上高 ー ー ー

分野 商工業

実施主体 ◎(株)高知ウイスキー、仁淀川町

APへの位置付け R7.4月

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容これまでの取り組みと課題

＜仁淀川地域本部＞

【これまでの取り組み】
・(株)高知ウイスキーを設立(R6.4)
・蒸留施設の整備に向けた検討(R6.4～)
・県外企業との取り引き開始に向けた検討(R6.4～)
・飲食店営業許可(キッチンカー)の取得(R6.5)
・キッチンカーでのジン、ウイスキー、リキュール、クロッフルの　　
　販売開始(R6.6～)
・インスタグラムを通じた情報発信(R6.6～)
・卸売業免許(果実酒、甘味果実酒、ウイスキー、
　ブランデー、スピリッツ、リキュール)の取得(R6.8)
・小売業免許(全酒類)の取得(R6.8)
・輸出入酒類卸売業免許(全酒類)の取得(R6.8)
・県外企業からの委託によるジンの試作・製造開始　
　(R6.11～)
【課題】
・酒類製造免許取得申請に必要な蒸留施設の整備
・製造及び販売に関する人材の確保
・ブランドの確立
・副原料の調達先の確保

　

事業概要

清流仁淀川の水と町内資源を活用し、製造したジン・ウイスキーの国内外への販
路開拓に取り組むことで、地域の所得向上を図るとともに地域ブランドの確立を
目指す。

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

生産体制
の構築

商品開発等

(1)製造・販売体制の強化
　①製造・販売体制の強化
　　・施設整備及び稼働開始、受入体制の強化、新たな人材の確保、連携
　　・人材確保に向けた関係機関の情報提供(役場：移住施策や地域おこし協力隊など)
　②品質管理と衛生管理の確立
　　・HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の実施
(2)販路拡大
　①ブランド力向上に向けた取り組み
　　・これまでに手がけた各種受賞の商品(ジン榊、神息ウイスキー等)づくりを
　　　生かした地域ブランドの商品開発
　　・各種コンテンツとのコラボ商品の開発
　②販路開拓・販売促進に向けた取り組み
　　・商談会等への出展による販路拡大、テストマーケティング等による販促活動
　　・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
　　・イベント出展による情報発信、町内事業者と連携したイベント開催
　③副原料となる新素材の発掘と新商品開発
　　・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現
　　・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用提案
(3)情報発信・プロモーション
　①認知度向上に向けた情報発信・プロモーション
　　・SNSやメディア等を通じたPR 【参考】奈良県：神息(かみき)酒蔵　奈良蒸留所

新商品の開発・販売
SNS等を活用した情報発信

施設整備 施設稼働

地域おこし協力隊等を活用した人材確保酒類製造免許の申請・取得

榊 sakaki XIX ジン(紀州熊野蒸留所)

※IWSC2023 スピリッツ部門　金賞受賞
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[新規] No.29　仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト
第５期(R6～R9)

指標 出発点
(R5) R7目標 R9目標

滞在拠点施設入込数 ー ー ー

アクティビティ体験者数 14,756人 ー ー

分野 観光

実施主体 ◎(株)西部建設、仁淀川町

APへの位置付け R7.4月

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容これまでの取り組みと課題

＜仁淀川地域本部＞

【これまでの取り組み】
・SUP、カヌーを体験できるアクティビティ施設「仁淀川アウト
　ドアセンター」をオープン(R2)
・SNS等を活用した体験メニューや取り組みを発信(R2～)
・メディアによる取材を通じたPR(R2～)
・仁淀ブルー体験博でのプログラム実施後、メニュー化
　→R3:クリスタルカヤックナイトツアー、R4:水上自転車、
　　　R5:SUPフィットネス、R6:水上アフタヌーンティー
・ナイトホタルカヤックの実施(R4～)
・大学生(インターン・アルバイト)の受入れ(R4～)
・ふれあい公園キャンプ場の指定管理を受託(R5～)
・高知移住フェアへの出展(R5)
・施設整備に向けた検討(R6.4～)
・水上こたつ体験の実施(R6)

【課題】
・荒天時やアウトドア閑散期の誘客促進
・ハイシーズンにおける観光客の受入体制
・町内観光施設等への周遊促進

　

事業概要

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

施設整備
　　　　　　　　

SUP・カヌー等
の利用者拡大

(1)滞在交流型観光の推進
（宮崎の河原を生かした滞在拠点施設の整備等）
　　・施設整備及び管理運営
　　　→SUP・カヌー等利用者の受入体制の強化(待機所設置によるキャパシティ拡大)
　　　　物販コーナー・テナントの設置による観光消費額の増加
　　・ふれあい公園キャンプ場の管理運営
　　　→施設利用者に対するセットプランの販売等による町内での滞在時間の延長
　　・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供
(2)観光客の受入体制の強化
（SUP・カヌー等の利用者拡大）
　　・体験メニュー開発
　　・OTAを活用した商品販売
　　・SNS等を活用した誘客促進
　　・情報発信、各種支援制度に関する情報提供、関係機関への橋渡し
(3)情報発信・プロモーション
（関係機関等と連携した周遊促進の仕組みづくり）
　　・町内観光施設との連携による周遊計画の策定・実践
　　・SNSやメディア等での情報発信の強化

新たな滞在拠点施設の整備により、仁淀川の自然資源を生かしたアクティビティ
施設へのさらなる誘客を図り、滞在交流型観光の推進と地域の活性化を目指す。

土地造成・
駐車場等の整備

施設整備・
稼働に向けた準備

施設稼働
(4月～)

体験メニューの開発
誘客促進に向けたPR

※滞在拠点施設イメージ写真

クリアカヌー
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[重点] No.21　さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大
第５期(R6～R9)

評価※
（達成率）指標 出発点

(R４) R6実績 R6目標 R7目標 R9目標

牛乳類商品販売額
（8月～7月） 1.15億円 1.16億円

（8月～7月） 1.25億円 1.35億円 1.57億円 B
（92.8%）

牛乳加工品販売額
（1月～12月） 2,269万円 3,384万円

（1月～10月） 4,500万円 5,500万円 6,000万円 B
（90.2%）

分野 商工業

実施主体
◎(有)吉本乳業、◎(株)YOKOBATAKE-ice、
地元商工業者、地元酪農家、佐川町商工会、
佐川町、JA高知県(仁淀川地区)

APへの位置付け H21.４月

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容現状と課題

＜仁淀川地域本部＞

【現状】
◎(有)吉本乳業
　・関西アンテナショップ「とさとさ」に商品を出品
◎(株)YOKOBATAKE-ice
　・産振補助金審査会(R7年2月)を目指し産振アドバイザー　
　 制度を活用しながら事業計画書のブラッシュアップを実施
　・東京アンテナショップ「まるごと高知」と関西アンテナショップ 
   「とさとさ」に商品を出品
◎(有)吉本乳業◎(株)YOKOBATAKE-ice、
　地元商工業者、佐川町、佐川町商工会
　・R6年度第１回地乳プロジェクト推進会議開催(8/23)
　・地乳PJとして「フェスティバル土佐第53回ふるさとまつり」に牛乳、
 　地乳アイス、地乳ミルク坦坦うどんを出品(11/15～17)
【課題】
◎(有)吉本乳業
　・物価高騰により、商品の値上げを余儀なくされており、
　 一般消費者への宅配契約の減少やスーパー等での
　 売上が伸び悩む
◎(株)YOKOBATAKE-ice
　・現状の加工場、製造機械では生産能力が限界に達し
　 ており、これ以上の販路拡大が困難

※R6(目標)に対するR6(実績)の達成状況　S:110%以上　A:100%以上110%未満   B:85%以上100%未満　C:70%以上85%未満　D:70%未満

　

事業概要

佐川町の特産である「さかわの地乳(ぢちち)」を使い、地元の事業者が特長のある
商品づくりを行うとともに、販売促進のための仕組みを構築することで、さかわの地
乳(ぢちち)ブランドを再構築し、地産外商の推進による外貨の獲得を目指す。

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

(株)YOKOBATAKE
　-ice　加工場整備

産振補助金
審査会

施設整備 新加工場稼働

(1)牛乳製造施設の持続可能な経営基盤の確立・強化及び販路拡大
◎(有)吉本乳業
　　・HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の実施
　　・産振アドバイザー制度を活用した経営改善策の検討
　　・各種支援制度に関する情報提供、セミナー、商談会等の紹介、関係者への橋渡し
◎(有)吉本乳業◎(株)YOKOBATAKE-ice、地元商工業者、佐川町、佐川町商工会
　　・地乳プロジェクト推進会議の継続：町内事業者への積極的な参画の呼びかけによる推進体制の強化、
　　　宣伝方法の検討、販促物の作成、地乳PRイベント等の開催
　　・商談会等への出展、プロモーション活動の実施
　　・加工品の開発及び磨き上げ
(2)さかわの地乳(ぢちち)を使った加工品の開発及び販売促進
　（牛乳加工品増産に伴う生産体制及び衛生管理体制の強化）
◎(株)YOKOBATAKE-ice
    ①法人化(R6.12.26設立)
　　　　・(株)YOKOBATAKE-iceとしてR7.1.1より事業開始
　　　　・法人として将来的な規模拡大を見据えた運営体制の構築と新たな雇用・人材育成に向けた準備
　　②加工場新設及び製造機械の整備(産振補助金活用予定)
　　　　・工事着手及び完成予定
　　　　・新加工場完成後の衛生管理の強化及び生産の拡大
     　   (新加工場新設用地は確保済(R6))

新

8



[重点] No.28　仁淀川町滞在交流型観光の推進
第５期(R6～R9)

評価※
（達成率）指標 出発点

(R4)
R6実績

(4月～10月) R6目標 R7目標 R9目標

キャンプ場利用者数 1,327人 1,636人 1,850人 1,900人 2,000人 S
（151.6%）

体験施設利用者数 ー 1,862人
（4月～11月） 3,800人 3,990人 4,400人 C

（73.5%）

主要観光施設入込数 32,917人 20,259人 33,100人 34,600人 34,800人 A
（104.9%）

分野 観光

実施主体 ◎仁淀川町、◎(株)ビバ沢渡、
◎仁淀川町観光協会、指定管理者

APへの位置付け R5.4月

R7年度 (第5期ver.2)における取り組みの内容現状と課題

＜仁淀川地域本部＞

【現状】
・アンケート結果をもとに観光協会が実施する「まちゆうで事業」
 による町内での連携体制の構築が進んでいる。
・キャンプ場の有料化により、町にお金が落ちる仕組みづくりが進　
 んでいる。
・SNS を活用した情報発信により、観光客の誘致につながって
 いる。
・仁淀ブルーの認知度向上に伴い、町外から多くの観光客が 
 訪れており、観光客の集中による混雑や渋滞を招いている。
【課題】
・地域にお金が落ちる仕組みづくり
・飲食や宿泊、特産品や土産販売の施設不足
・周遊プランをセールス(提案)する仕組みづくり
・観光客と地域住民との交流の仕組みづくり

※R6(目標)に対するR6(実績)の達成状況　S:110%以上　A:100%以上110%未満   B:85%以上100%未満　C:70%以上85%未満　D:70%未満

　

事業概要

自然の景観を生かした滞在交流型観光の拠点施設としてキャンプ場やアクティビティ
施設、宿泊施設の整備を行うとともに、他の観光スポットとの周遊ルートを確立し、
滞在交流型観光を推進することで地域の活性化につなげる。

  (1)滞在交流型観光の推進
　 　(岩屋川渓谷を活用した滞在交流型観光の戦略プラン等の実践)
　　 　・受入環境の整備　　・滞在観光コンテンツの充実　　・町内観光施設との連携による周遊プランの造成及びOTAの活用促進
　　　 ・情報発信・プロモーション　　・町内観光事業者や関係者間の連携強化　　・誘客促進に関する情報の収集・発信
  (2)宿泊施設(キャンプ場含む)の整備と施設運営
　　 (宿泊施設の整備による宿泊者の受入体制の強化)
　　 　・ゆの森の客室増に向けた改修工事等宿泊施設の整備　　・宮崎の河原対岸での滞在拠点施設(アウトドアリゾートPJ)の整備
　　　 ・キャンプ場等の整備及び指定管理者制度導入の検討　　 ・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供
  (3)岩屋川渓谷を活かした滞在交流型観光施設の運営
　 　(NIYO FLY(岩屋川渓谷吊り橋・ジップライン施設)の持続可能な経営体制の構築)
　　  ・戦略プランの実践及び検証　　・経営改善計画に係るアクションプランの確実な実行
　　  ・経営体制の強化などに向けた産振アドバイザー制度の活用提案
　(4)オーバーツーリズムの未然防止・抑制を通じた収益化の取り組み
　　  ・町内観光スポット(ひょうたん桜、花桃、安居渓谷等)の事前予約制度及び入場料徴収の導入

主な
スケジュール R6 R7 R8 R9

事前予約等の
制度化に向け
た体制づくり

観
光
客

町

・移動時の危険性増加
・待ち時間の発生
・空き状況が不明瞭

・周辺地域や町内への悪影響
・自然環境や景観の保全
・警備委託等による財政負担

ひょうたん桜

花桃 宮崎の河原

◯渋滞緩和による安全面の向上
◯混雑解消による待ち時間の解消
◯スケジュール管理が容易
◯いつでもどこでも予約が可能

満足度・利便性の向上
期
待
さ
れ
る
効
果

持続可能な観光地域づくり
◯地域住民等の生活や安全性の確保
◯観光客の受入体制の強化(需要の適切な管理や分散・平準化)
◯入場料を活用した各種事業の実施

ひょうたん桜を
モデルとし、
町内各地への
展開を検討

◎オーバーツーリズムの未然防止・抑制

関係機関との協議・導入に向けた検討
町R8当初予算計上
（システム開発）

運用開始

町・関係機関による協議会立ち上げ等

新

試験運用
町R7当初予算計上
（先進地視察）
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業

AP名
（実施地域）

No.15 日高村におけるクラフトビール工房を軸にした交流人口の拡大と地域の活
性化
（日高村）

指標 出発点
実績 目標

R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)BREWSHIDO、日高村 (1)クラフトビール等販売額 ー 25百万円

AP への位置づけ R7.４月 (2)醸造所ツアー参加人数 ー 288 人

事業概要
日高村の農産物を活用したクラフトビールを製造し、県内外への販路拡大を

図るとともに、観光や宿泊業等と連携しながら、地域活性化及び観光交流人口
の拡大につなげる。

※会計年度：１月～12 月

これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
パブ併設醸造施設
の整備及び製造販
売体制の強化

・スコットランドで 18 ヶ月間自家醸造を行い、29 種類のビール製造
及び独自レシピを開発(R2∼R4)
・日高村の地域おこし協力隊として起業に向けた活動を行うなかで、
仁淀川町の Mukai Craft Brewing での研修や日本各地の醸造所
32 カ所を視察(R4∼)
・醸造施設を建設する土地を確保(R6)
・専門家の助言を受けながら事業計画を作成(R6)
・活動の拠点となる、醸造施設の整備を計画中(R8.1 月完成予定)
→総務省地域経済循環型創造事業交付金(ローカル 10,000
プロジェクト)活用予定

[成果]
施設整備に係る補助金手
続き等、開業に向けた各
種準備が順調に進展

[課題]
・酒類製造免許取得に必
要な醸造施設の整備
・施設整備後の人員体制
の強化
・販売先の確保
・副原料の調達先確保、
地域との連携強化
・観光交流人口の拡大に
向けた取り組み
・ビール製造過程で発生す
るモルト粕の堆肥への活用

パブ併設醸造施設の整備及び製造販売体制の強化
■(株)BREWSHIDO
・施設を整備し、村内産の原料を活用したビールを製造・販売
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施
・イベント出店による情報発信、県内外の酒屋や専門店等への販路開拓

□県(産業政策課、地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用や各種支援制度、イベント等の情報提供

人員体制の強化
■(株)BREWSHIDO
・地域おこし協力隊等の新たな人材の確保、連携

□日高村、県(地域本部等)
・地域おこし協力隊等の導入の検討、人材確保に向けた情報提供

地域の農産品を活用したパブ限定ビール等の販売
■(株)BREWSHIDO
・季節の農産物や遊休農地で栽培したホップを使ったパブ限定ビールの販売

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用、各種支援制度に関する情報提供

周辺施設との連携
による日高村の特
色を生かした観光推
進と地域の活性化

・村内宿泊施設等での需要アンケート調査(R6)
・村外宿泊施設の情報収集や営業活動(R6)
・醸造所ツアーの内容検討(R6)
・高知クラフトビール協議会に PR やイベント開催について相談(R6)
・村観光協会と、事業内容の共有、インバウンド向け観光メニュー開発
へ協力(R6)

周辺施設との連携による日高村の特色を生かした観光推進と
地域の活性化
■(株)BREWSHIDO
・醸造所見学ツアーの実施(日高村の水害の歴史や地域コミュニティも紹介)
・地域の特色や海外の文化発信による観光客誘致、インバウンド客の受入れ
・SNS やメディア等、高知クラフトビール協議会と連携した PR やイベント開催
□県(地域本部等)
・各種支援制度に関する情報提供
モルト粕の堆肥化により、日高村を持続可能な村へ
■(株)BREWSHIDO
・ビール生産の副産物のモルト粕を堆肥化し、地域農業で活用

□県(農業技術センター等)
・モルト粕堆肥の分析等での連携

施設
整備

SNS での情報発信
イベントの開催

モルト粕の
堆肥化

イベント出店・
販路の開拓

人材の確保

クラフトビールの
製造･販売

パブの運営
パブ限定ビー
ルの販売

醸造所見学
ツアーの実施

衛生管理の実施

追加項目(案)

①追加
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.19 仁淀川町｢池川こんにゃく｣の生産拡大による地域の活性化
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎山のめぐみ舎、仁淀川町 売上高 164 万円
(R5)

ー

AP への位置づけ R7.4 月
※会計年度：１月～12 月

事業概要
仁淀川町伝統の「池川こんにゃく」の生産性の向上と販路拡大を図るとともに、古民家
を活用したカフェや宿泊事業との連携により交流人口の拡大や地域の活性化につなげ
る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
運営体制の構築 ・山のめぐみ舎を設立(H28)

→池川地場産品加工組合から池川こんにゃく製造を継承
・加工場の改修及び設備の整備(H30)
→地域おこし協力隊起業支援補助金等を活用

・山のめぐみ舎をオープン(H30)
→土日予約制カフェの営業開始

・こんにゃくづくり体験、ランチ提供を開始(R元)
・クラウドファンディング活用による古民家一棟貸し宿の整備(R3)
・町内事業者と連携した KILTA IKEGAWA を設立(R5)

[成果]
・池川こんにゃくの製造・販
売による保存・継承
・町内事業者との連携によ
る認知度向上
・新規顧客の獲得

[課題]
・加工施設の老朽化
・製造及び販売に関する
人材の確保
・県内外での販路開拓
・原料(こんにゃく芋)の安
定確保

製造・販売体制の強化
■山のめぐみ舎、仁淀川町
・加工施設整備及び稼働開始
・受入体制の強化、新たな人材の確保、連携

□仁淀川町、県(地域本部等)
・人材確保に向けた関係機関の情報提供（役場：移住施策や地域おこし
協力隊など）

品質管理と衛生管理の確立
■山のめぐみ舎
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施

販売促進・販路拡大 ・KILTA IKEGAWA によるモニターツアーの実施(R5)
・池川夜神楽ツアーの開始(R5)
・健康食品製造販売会社(株)NINZIA とのこんにゃく芋の加工食品開
発に向けた検討開始(R5)

販売促進に向けた取り組み
■山のめぐみ舎
・イベント出展による情報発信、KILTA IKEGAWA を活用したイベント開催

□県(地域本部等)
・県内イベントなどに関する情報提供
販路拡大に向けた取り組み
■山のめぐみ舎
・商談会等への出展による販路拡大、SNS 等による販促活動

□県(地域本部等)
・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
こんにゃく芋を活用した新商品開発
■山のめぐみ舎
・生産者との連携強化
・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現

□県(地域本部等)
・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用
提案

情報発信・プロモーシ
ョン

・SNS 等を活用した情報発信(H28～)
・池川こんにゃくロゴの作成(H30)
・Web サイトの構築(H30)
・note を活用した KILTA IKEGAWA の情報発信(R6)
・(株)NINZIA の社員研修受け入れ(R6)

魅力向上に向けた取り組みの推進
■山のめぐみ舎
・SNS やメディア等を通じた PR
・学校や企業等の見学や研修の受け入れ

□県(地域本部等)
・各種取り組みにおける情報提供

施設
整備

衛生管理の実施

生産体制の構築・
人員体制の強化

施設稼働

新商品の開発・販売

各種イベントへの出展、
KILTA IKEGAWAでの

イベント開催

商談会への出展、
販促活動

見学・研修の受け入れ

SNS・メディアを活用した
情報発信

追加項目(案)
②追加
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業

AP名
（実施地域）

No.20 仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイスキーのブランド化による地域
の活性化
（仁淀川町）

指標 出発点
実績 目標

R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)高知ウイスキー、仁淀川町 ジン・ウイスキー売上高 ー ー

AP への位置づけ R7.4 月

事業概要 清流仁淀川の水と町内資源を活用し、製造したジン・ウイスキーの国内外への販路開
拓に取り組むことで、地域の所得向上を図るとともに地域ブランドの確立を目指す。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
製造・販売体制の強
化

・(株)高知ウイスキーを設立(R6.4)
・蒸留施設の整備に向けた検討(R6.4～)
・飲食店営業許可(キッチンカー)の取得(R6.5)
・キッチンカーでのジン、ウイスキー、リキュール、クロッフルの販売開始
(R6.6)

・卸売業免許(果実酒、甘味果実酒、ウイスキー、ブランデー、スピリッ
ツ、リキュール)の取得(R6.8)

・小売業免許(全酒類)の取得(R6.8)
・輸出入酒類卸売業免許(全酒類)の取得(R6.8)
・県外企業からの委託によるジンの試作・製造開始(R6.11～)

[成果]
・製造開始に向けた検討
(施設整備、法手続等)が
順調に進展

[課題]
・酒類製造免許取得申請
に必要な蒸留施設の整備
・製造及び販売に関する
人材の確保
・ブランドの確立
・副原料の調達先の確保

製造・販売体制の強化
■(株)高知ウイスキー、仁淀川町
・施設整備及び稼働開始
・受入体制の強化、新たな人材の確保、連携

□仁淀川町、県(地域本部等)
・人材確保に向けた関係機関の情報提供（役場：移住施策や地域おこし
協力隊など）

品質管理と衛生管理の確立
■(株)高知ウイスキー
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施

販路拡大 ・県外企業との取り引き開始に向けた検討(R6.4～) ブランド力向上に向けた取り組み
■(株)高知ウイスキー
・これまでに手がけた各種受賞の商品(ジン榊、神息ウイスキー等)づくりを生か
した地域ブランドの商品開発

・各種コンテンツとのコラボ商品の開発
販路開拓・販売促進に向けた取り組み
■(株)高知ウイスキー
・商談会等への出展による販路拡大、テストマーケティング等による販促活動
・イベント出店による情報発信、町内事業者と連携したイベント開催

□県(地域本部等)
・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
副原料となる新素材の発掘と新商品開発
■(株)高知ウイスキー
・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現

□県(地域本部等)
・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用
提案

情報発信・プロモーシ
ョン

・インスタグラムを通じた情報発信(R6.6～) 認知度向上に向けた情報発信・プロモーション
■(株)高知ウイスキー
・SNS やメディア等を通じた PR

施設
整備

SNS・メディアを活用した
情報発信

衛生管理の実施

新商品の開発・販売

商談会・フェア等への出店、
テストマーケティングの実施

など外商活動

生産体制の構築・
人員体制の強化

施設稼働

追加項目(案)

③追加
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.29 仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)西部建設、仁淀川町 滞在拠点施設入込数 ー ー

AP への位置づけ R7.4 月 アクティビティ体験者数 14,756 人
(R5)

ー

事業概要 新たな滞在拠点施設の整備により、仁淀川の自然資源を生かしたアクティビティ施設へ
のさらなる誘客を図り、滞在交流型観光の推進と地域の活性化を目指す。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
滞在交流型観光の推
進

・SUP、カヌーを体験できるアクティビティ施設「仁淀川アウトドアセンター」
をオープン(R2)

・仁淀ブルー体験博でのプログラム実施後、メニュー化
→R3:クリスタルカヤックナイトツアー、R4:水上自転車、
R5:SUP フィットネス、R6:水上アフタヌーンティー

・ナイトホタルカヤックの実施(R4～)
・水上こたつ体験の実施(R6)

[成果]
・SUP・カヌー等利用者数
R2:906 名
→R5:14,756 名

・体験メニューの増設により
新規顧客の獲得につなが
っている。

[課題]
・荒天時やアウトドア閑散
期の誘客促進
・ハイシーズンにおける観光
客の受入体制
・町内観光施設等への周
遊促進

宮崎の河原を生かした滞在拠点施設の整備等
■(株)西部建設
・施設整備及び管理運営
→SUP・カヌー等利用者の受入体制の強化(待機所設置によるキャパシテ
ィ拡大)
物販コーナー・テナントの設置による観光消費額の増加

・ふれあい公園キャンプ場の管理運営
→施設利用者に対するセットプランの販売等による町内での滞在時間の延
長

□仁淀川町、地域本部
・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供

観光客の受入体制の
強化

・ふれあい公園キャンプ場の指定管理を受託(R5～)
・施設整備に向けた検討(R6.4～)

SUP・カヌー等の利用者拡大
■(株)西部建設
・体験メニュー開発
・OTA を活用した商品販売
・SNS 等を活用した誘客促進

□仁淀川町、地域本部
・情報発信、各種支援制度に関する情報提供、関係機関への橋渡し

情報発信・プロモーシ
ョン

・SNS 等を活用した体験メニューや取り組みを発信(R2～)
・メディアによる取材を通じた PR(R2～)
・大学生(インターン・アルバイト)の受け入れ(R4～)
・高知移住フェアへの出展(R5)

関係機関等と連携した周遊促進の仕組みづくり
■(株)西部建設
・町内観光施設との連携による周遊計画の策定・実践
・SNS やメディア等での情報発信の強化

□仁淀川町、県(地域本部等)
・情報発信、各種支援制度に関する情報提供、関係機関への橋渡し

SNS・メディアを活用した情報発信

指定管理者制度等による
キャンプ場の管理運営

体験メニューの開発

誘客促進に向けた PR

管理
運営

施設整備

計画
策定

受入環境の整備

周遊ルートの形成

追加項目(案)

④追加
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仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

（実施地域）
No.１ 仁淀川流域の薬用作物の生産性の向上による産地振興
（仁淀川町、佐川町、越知町、日高村） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎（農）ヒューマンライフ土佐 (1)ミシマサイコ製品量※
（乾燥重量）

0.3t
（R4） 0.9t

AP への位置づけ H21.4 月 (2)サンショウ製品量※
（乾燥重量）

23.6t
(R2～4平均)

40t
(R6～9平均)

事業概要

大手製薬会社と契約栽培を行っているミシマサイコ・サンショウ・ダイダイなどの薬
用作物について、生産農家の所得の向上と就労の場の確保を図るため、乾燥作
業の改善や栽培管理、病害虫防除の指導を徹底し、漢方薬の需要増に対応し
た生産拡大と生産性の向上に取り組む。

(3)ダイダイ製品量※
（乾燥重量）

13.9t
（R4） 26.6t

※会計年度：５月～４月

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 ○(農)ヒューマンライフ土佐の体制強化

・総会の開催、部門別生産者会の開催
（R2:2 回、R3:２回、R4:２回、R5:２回）
・乾燥機の導入（R3）
→こうち農業確立総合支援事業費補助金の活用
※H28 に乾燥機、H29 にミシマサイコ自動茎切機を導入

[成果]
・乾燥機の導入により乾燥
作業を自社完結
〈ミシマサイコ〉
・低温処理による種子の
発芽改善対策開始
〈サンショウ〉
・年間 2,000 本を目標と
して苗木の生産を開始
〈ダイダイ〉
・栽培管理技術の周知に
より栽培面積が増加
[課題]
・サンショウ乾燥作業で生
産者からの収穫物受け入
れが滞る
・自社ほ場の管理人員不
足
・ミシマサイコ、サンショウの
病害防除のための登録農
薬が少ない
・３品目ともに、栽培剪定
管理、病害虫防除が十分
に行えていない生産者もお
り、指導の継続が必要。
〈ミシマサイコ〉秋蒔 2年生
栽培体系の周知徹底
〈サンショウ〉老朽園地の改
植

生産体制の強化
■（農）ヒューマンライフ土佐
・栽培管理等の人員の確保

□県(農業改良普及所、環境農業推進課等)
・ミシマサイコの斑点病、根朽病、サンショウのサビ病の農薬登録

乾燥作業の改善
■（農）ヒューマンライフ土佐
・現状の乾燥機が収穫物を袋詰めし、乾燥中に上下の向きを変える必要が
ある等の要改善点の点検
・作業の省力化を可能とする高性能乾燥機の追加導入の検討

□県(農業改良普及所等)
・補助金等活用の支援
薬用作物の栽培管理、病害虫防除指導
〈ミシマサイコ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・新規栽培者等の勧誘
・現地検討会、栽培講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（斑点病、根朽病防除指導）
・栽培管理指導（秋まき 2 年栽培、基本管理指導）

〈サンショウ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・老朽園地の改植推進（苗木の確保）
・現地検討会、栽培・剪定講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（サビ病防除）
・栽培管理指導（接ぎ木・剪定・施肥管理等）

〈ダイダイ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・現地検討会、栽培・剪定講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（そうか病、かいよう病防除）
・栽培管理指導（剪定・施肥管理）

安定生産への取り組
み

○薬用作物の安定生産
〈ミシマサイコ〉
・休作者への作付け呼びかけ、新規栽培者の勧誘
（R元:3 回）※関係機関との協議含む
・栽培管理資料・防除資料の配付（R2:3 回、R3:3 回、R4:1 回、
R5:1 回）

・栽培講習会の開催 （R2:2 回、R3:1 回、R4:1 回、R5:1 回）
・実証ほの設置
苗立ち本数確保（R2:4 カ所）
炭そ病防除薬剤（R2:1 カ所）
発芽改善（R3:1 カ所、R4:1 カ所）

〈薬用サンショウ〉
・収穫時の労働力確保に向けた協議 （R3:３回）
・栽培管理・防除資料の配付（R2:11 回、R4:1 回、R5:1 回）
・栽培講習会の開催 （R2:2 回、R3:1 回、R4:3 回、R5:1 回）
・実証ほの設置
緩効性肥料による礼肥効果の検討（R3:2 カ所、R4:2 カ所、
R5:2 カ所）

・土壌分析の実施 （R2:88 点、R3:61 点、R4:117 点）
〈ダイダイ〉
・栽培管理・防除資料の配付（R2:1 回、R3:1 回、R5:1 回）
・栽培講習会の開催（R2:2 回、R3:1 回、R４:1 回）

作業工程の点検・
乾燥機の追加導
入の検討

農薬登録

自社ほ場栽培管
理等の人員確保

新たに登録された
農薬による防除を
徹底

自社の生産強化

ダイダイの栽培管理・防除技術指導

ミシマサイコ新規栽培者等の勧誘、栽培
管理・防除技術指導

サンショウ老朽園地の改植推進、栽培管
理・防除技術指導

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

（実施地域）
No.１ 仁淀川流域の薬用作物の生産性の向上による産地振興
（仁淀川町、佐川町、越知町、日高村） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎（農）ヒューマンライフ土佐 (1)ミシマサイコ製品量※
（乾燥重量）

0.3t
（R4） 0.9t

AP への位置づけ H21.4 月 (2)サンショウ製品量※
（乾燥重量）

23.6t
(R2～4平均)

40t
(R6～9平均)

事業概要

大手製薬会社と契約栽培を行っているミシマサイコ・サンショウ・ダイダイなどの
薬用作物について、生産農家の所得の向上と就労の場の確保を図るため、乾
燥作業の改善や栽培管理、病害虫防除の指導を徹底し、漢方薬の需要増に対
応した生産拡大と生産性の向上に取り組む。

(3)ダイダイ製品量※
（乾燥重量）

13.9t
（R4） 26.6t

※会計年度：５月～４月

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 ○(農)ヒューマンライフ土佐の体制強化

・総会の開催、部門別生産者会の開催
（R2:2 回、R3:2 回、R4:2 回、R5:2 回、R6:2 回）
・乾燥機の導入（R3）
→こうち農業確立総合支援事業費補助金の活用
※H28 に乾燥機、H29 にミシマサイコ自動茎切機を導入

[成果]
・乾燥機の導入により乾燥
作業を自社完結
〈ミシマサイコ〉
・低温処理による種子の
発芽改善対策開始
・新病害への農薬登録申
請
〈サンショウ〉
・専門業者に苗木生産を
委託契約（年間 2,000
本を目標）
・主要病害に対する新農
薬登録申請
・農福連携で出荷調製作
業をマッチング（作業委託
2件）
〈ダイダイ〉
・栽培管理技術の周知に
より栽培面積が増加
[課題]
・サンショウ乾燥作業で生
産者からの収穫物受け入
れが滞る
・自社ほ場の管理人員不
足
・ミシマサイコ、サンショウの
病害防除のための登録農
薬が少ない
・３品目ともに、栽培剪定
管理、病害虫防除が十分
に行えていない生産者もお
り、指導の継続が必要
〈ミシマサイコ〉秋蒔 2年生
栽培体系の周知徹底
〈サンショウ〉老朽園地の改
植

生産体制の強化
■（農）ヒューマンライフ土佐
・栽培管理等の人員の確保

□県(農業改良普及所、環境農業推進課等)
・ミシマサイコの斑点病、根朽病、サンショウのサビ病の農薬登録
・サンショウ規模拡大志向農家等の栽培面積拡大推進

乾燥作業の改善
■（農）ヒューマンライフ土佐
・乾燥作業の効率化のために要改善点の点検
・作業の省力化を可能とする高性能乾燥機の追加導入の検討

□県(農業改良普及所等)
・補助金等活用の支援
薬用作物の栽培管理、病害虫防除指導
〈ミシマサイコ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・新規栽培者等の勧誘
・現地検討会、栽培講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（斑点病、根朽病防除指導）
・栽培管理指導（秋まき 2年栽培、基本管理指導）

〈サンショウ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・老朽園地の改植推進（苗木の確保）
・現地検討会、栽培・剪定講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（サビ病防除）
・栽培管理指導（接ぎ木・剪定・施肥管理等）
・農福連携支援会議、無料職業紹介所を活用した労働力確保推進

〈ダイダイ〉
■（農）ヒューマンライフ土佐
・現地検討会、栽培・剪定講習会の開催

□県(農業改良普及所等)
・病害防除指導（そうか病、かいよう病防除）
・栽培管理指導（剪定・施肥管理）

安定生産への取り組
み

○薬用作物の安定生産
〈ミシマサイコ〉
・休作者への作付け呼びかけ、新規栽培者の勧誘（R元:3回）
・栽培管理資料・防除資料の配付（R2:3 回、R3:3 回、R4:1 回､
R5:1 回）、病害虫防除指導（R6:3 回）

・栽培講習会の開催（R2:2 回､R3:1 回､R4:1 回､R5:1 回､R
６:1 回）
・実証ほの設置
苗立ち本数確保（R2:4 カ所）、炭そ病防除薬剤（R2:1 カ所）
発芽改善（R3:1 カ所、R4:1 カ所）

〈薬用サンショウ〉
・収穫時の労働力確保に向けた協議 （R3:３回）
・越知町農福連携支援会議設置（R6.9.20）
・無料職業紹介所設置開設（R6.11.1）
・栽培管理・防除資料の配付（R2:11 回､R4:1 回､R5:1 回､R6:
３回）
・栽培講習会の開催 （R2:2 回、R3:1 回、R4:3 回、R5:1 回、
R6:２回）
・実証ほの設置
緩効性肥料による礼肥効果の検討（R3:2 カ所、R4:2 カ所、
R5:2 カ所）、汚泥肥料の活用実証（R6:１カ所）

・土壌分析の実施 （R2:88 点、R3:61 点、R4:117 点、R5:83
点、R6:85 点）
・農福連携体験研修を実施（R6.9.20:1 回）※刻みサンショウ
〈ダイダイ〉
・栽培管理・防除資料配付(R2:1回､R3:1回､R5:1回､R6:1回）
・栽培講習会の開催（R2:2 回、R3:1 回、R４:1 回、R５:1 回）

作業工程の点
検・乾燥機の追
加導入の検討

農薬登録

自社ほ場栽培管
理等の人員確保

新たに登録された農
薬による防除徹底

自社の生産強化

ダイダイの栽培管理・防除技術指導

ミシマサイコ新規栽培者等の勧誘、栽培
管理・防除技術指導

サンショウ老朽園地の改植推進、栽培管
理・防除技術指導

サンショウ規模拡大農家等の栽培面積拡大

サンショウ収穫・出荷調整作業の労力確
保推進、福祉事業所とのマッチング推進

乾燥機の導入による処
理能力向上

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

(実施地域)
No.２ 日高村まるごとブランド化
(日高村) 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体
◎日高村、◎(株)村の駅ひだか、◎(特非)日高わのわ会、◎JA 高知県(仁淀
川地区)、JA 高知県日高支所ハウス園芸部会、(株)イチネン高知日高村農
園、日高村商工会、(株)霧山茶園

(1)農産物等の売上高
[うち、(特非)日高わのわ会の
製造販売部門の売上高]

7.09 億円
[0.31 億円]
(R4)

7.60 億円
[0.58 億円]

AP への位置づけ H21.4 月 (2)村の駅ひだかの売上高
2.08 億円
(R4) 2.16 億円

事業概要

高糖度トマト生産における販売戦略や地域ネットワーク、産地間競争力を強
化し、生産者の所得向上につなげる。地域の特産品等の開発・販売活動や「日
高まるごとイタリアンプロジェクト」の推進により、日高村の知名度やブランド力の向
上を図り、交流人口の拡大と地域の活性化を目指す。

(3)商品・加工品開発件
数

15 件
(R2～4 累計)

25 件
(R6～9累計)

(4)村外からの移住者数
26 組

(R2～4 累計)
20 組

(R6～9累計)

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
経営管理能力及び生
産力の向上

・栽培マニュアルによる栽培技術の平準化(H21～)
・環境制御技術の取組開始(H25～)
・(株)イチネン高知日高村農園のトマト栽培参入(H28)
・データ駆動型農業を取り入れた部会全体の品質・収量の向上(R2
～)
・経営管理能力の向上(R2～)
・労働力確保に向けた関係機関との連携(R2～)、JA 無料職業紹介
所の活用
・新規就農者育成・確保(R2～)
・促成高糖度トマトの機能性分析(GABA 含有量)による高付加価値
化に向けた共同研究(R4～)

[成果]
・産地面積拡大
H27：8.3ha

→R5：8.8ha
・次世代型環境制御技術
の導入拡大による生産技
術の強化 導入面積
H27：7.1%

→R4：52.1%
・新商品の開発
延べ 15 件
(R2～R5)
・「オムライス街道」によるオ
ムライス販売数延べ
520,066 食 (H26 ～
R4)

[課題]
・担い手営農の定着
・経営安定に向けた労働
力の確保
・知名度の向上
・新たな加工商品の開発
・「日高の未来戦略」を生
かした新たな取り組みの創
出

経営管理能力及び生産力の向上
■JA 高知県(仁淀川地区)、JA 高知県日高支所ハウス園芸部会、(株)イチ
ネン高知日高村農園
・個別農家の経営改善目標の達成と向上、労働力の確保と作業員の効率
的な労務管理

□県(高吾農業改良普及所)
・栽培マニュアル等を活用した生産技術の向上支援
・環境データや出荷データを活用した品質、収量の向上支援
・個別経営目標の設定
・労働力確保に向けた取り組みの実施

特産品の開発と販売
力の向上

・食の安全・安心への取り組み強化、新たな糖度区分による商品開
発、販促活動(H21～)
・日高村アグリネットワーク会議の開催(H24～)
・直販市の機能をもつ「村の駅ひだか」のオープン(H26)
・村の駅ひだか増床リニューアル(H29)
・村の駅ひだかの駐車スペース拡大(H27:47台、R4:大型車５台、普
通車 26台)

特産品の開発と機能性に着目した販促活動の展開
■JA 高知県(仁淀川地区)、(株)イチネン高知日高村農園
・大学等と連携した商品開発及び販路開拓等の実施
■日高村、日高村商工会、村内事業者
・日高村アグリネットワークと連携した特産品等の開発及び県内外への販促活
動の実施

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度、産振補助金の活用の支援
加工施設の整備
■(特非)日高わのわ会
・新たな加工施設の整備及び稼働に向けた取り組み
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度、産振補助金の活用の支援

「日高まるごとイタリア
ンプロジェクト」の推
進

・日高村アグリネットワーク会議の開催
・オムライス街道事業の実施(H27～)
・「日高まるごとイタリアンプロジェクト」の実施計画(日高の未来戦略)策
定(H30)
→産振補助金の活用
・交流拠点施設「Eat＆Stay とまとと」がオープン(R 元.11 月)

「日高まるごとイタリアンプロジェクト」の推進による地域活性化
■日高村
・プロジェクト推進に係る会議の開催、オムライス街道事業の実施、トマトやオ
ムライスを活かしたローカルブランディング、移住促進策の推進

■村内事業者
・基幹産業を活かした商品開発、オムライス街道事業への参画によるオムライ
ス販売、日高村アグリネットワークへの参画

経営改善及び高付加価値による産地
の強化

施
設
整
備

新施設の稼働

トマトの
機能性
分析

トマトの機能性に着
目した販促活動

実施計画に沿ったプロジェクトの推進

出荷果実糖度の測定・管理による機能
性トマトの品質管理の実証

特産品等の開発及び販促活動の実施

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

(実施地域)
No.２ 日高村まるごとブランド化
(日高村) 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体
◎日高村、◎(株)村の駅ひだか、◎(特非)日高わのわ会、◎JA 高知県(仁淀
川地区)、JA 高知県日高支所ハウス園芸部会、(株)イチネン高知日高村農
園、日高村商工会、(株)霧山茶園

(1)農産物等の売上高
[うち、(特非)日高わのわ会の
製造販売部門の売上高]

7.09 億円
[0.31 億円]
(R4)

7.60 億円
[0.58 億円]

AP への位置づけ H21.4 月 (2)村の駅ひだかの売上高
2.08 億円
(R4) 2.16 億円

事業概要

高糖度トマト生産における販売戦略や地域ネットワーク、産地間競争力を強
化し、生産者の所得向上につなげる。地域の特産品等の開発・販売活動や「日
高まるごとイタリアンプロジェクト」の推進により、日高村の知名度やブランド力の向
上を図り、交流人口の拡大と地域の活性化を目指す。

(3)商品・加工品開発件
数

15件
(R2～4累計)

25 件
(R6～9 累計)

(4)村外からの移住者数 26組
(R2～4累計)

20 組
(R6～9 累計)

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
経営管理能力及び生
産力の向上

・栽培マニュアルによる栽培技術の平準化(H21～)
・コスモス農協(現 JA高知県)の選果場の整備
→産振補助金を活用(H21～H23)
・環境制御技術の取組開始(H25～)
・(株)イチネン高知日高村農園のトマト栽培参入(H28)
・データ駆動型農業を取り入れ品質・収量向上(R2～)
・経営管理能力の向上(R2～)
・労働力確保に向けた関係機関との連携(R2～)、JA 無料職業紹介
所の活用
・新規就農者育成・確保(R2～)
・促成高糖度トマトの機能性分析(GABA 含有量)による高付加価値
化に向けた共同研究(R4～)

[成果]
・産地面積拡大
H27：8.3ha
→R5：8.8ha

・次世代型環境制御技術
の導入拡大による生産技
術の強化 導入面積
H27：7.1%
→R5：100%

・R2 年度以降の新規就
農者数 5名(R2～R6)
・新商品の開発
延べ 24件
(R2～R5)
・「オムライス街道」によるオ
ムライス販売数延べ
575,997 食(H26～
R5)

[課題]
・担い手営農の定着
・経営安定に向けた労働
力の確保
・知名度の向上
・新たな加工商品の開発
・「日高の未来戦略」を生
かした新たな取り組みの創
出

経営管理能力及び生産力の向上
■JA高知県(仁淀川地区)、JA高知県日高支所ハウス園芸部会、(株)イチネ
ン高知日高村農園
・個別農家の経営改善目標の達成と向上、労働力の確保と作業員の効率
的な労務管理

□県(高吾農業改良普及所)
・栽培マニュアル等を活用した生産技術の向上支援
・環境データや出荷データを活用した品質、収量の向上支援
・個別経営目標の設定
・労働力確保に向けた取り組みの実施

特産品の開発と販売
力の向上

・食の安全・安心への取り組み強化、新たな糖度区分による商品開
発、販促活動(H21～)
・日高村アグリネットワーク会議の開催(H24～)
・直販市の機能をもつ「村の駅ひだか」のオープン(H26)
→産振補助金を活用(H25)
・村の駅ひだか増床リニューアル(H29)
・村の駅ひだかの駐車スペース拡大(H27:47台、R4:大型車５台、普
通車 26台)
・新たな加工施設((特非)日高わのわ会)の整備(R6)
→産振アドバイザー制度、産振補助金（一般事業）の活用

特産品の開発と機能性に着目した販促活動の展開
■JA高知県(仁淀川地区)、(株)イチネン高知日高村農園
・大学等と連携した商品開発及び販路開拓等の実施
■日高村、日高村商工会、村内事業者
・日高村アグリネットワークと連携した特産品等の開発及び販促活動の実施
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度、産振補助金の活用の支援
加工施設の整備・稼働
■(特非)日高わのわ会
・新たな加工施設の整備及び稼働に向けた取り組み、衛生管理の実施
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度、産振補助金の活用の支援

「日高まるごとイタリア
ンプロジェクト」の推進

・オムライス街道事業の実施(H27～)
・「日高まるごとイタリアンプロジェクト」の実施計画(日高の未来戦略)策
定(H30)
→産振補助金の活用
・交流拠点施設「Eat＆Stay とまとと」がオープン(R 元.11 月)
指定管理者変更で「ARUMO410」としてオープン (R6.11 月)

「日高まるごとイタリアンプロジェクト」の推進による地域活性化
■日高村
・プロジェクト推進に係る会議の開催、オムライス街道事業の実施、トマトやオム
ライスを活かしたローカルブランディング、移住促進策の推進

■村内事業者
・基幹産業を活かした商品開発、オムライス街道事業への参画によるオムライ
ス販売、日高村アグリネットワークへの参画

経営改善及び高付加価値による産地
の強化

施
設
整
備

新施設の稼働

トマトの
機能性
分析

トマトの機能性に着
目した販促活動

実施計画に沿ったプロジェクトの推進

出荷果実糖度の測定・管理による機能
性トマトの品質管理の実証

特産品等の開発及び販促活動の実施

衛生管理の実施

修正後

17



仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

（実施地域）
No.５ 越知町における食用山椒の産地振興
（越知町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎越知町山椒組合 食用山椒販売額 6,237 万円
（R2～4平均）

7,750 万円
(R6～9 平均）

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要
県内一の食用山椒の生産量を誇る越知町において、生産者への栽培管理や病

害虫防除の指導の重点化、収穫作業などの作業労力の安定的確保などによ
り、農家所得の向上を図る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 〇山椒の安定的な生産技術の確立

・栽培管理資料・防除資料の配付
（R2:４回、R3:3 回、R4:1 回、R5:1 回）
・栽培講習会等の開催
（R2:1 回、R3:２回、R4:1 回、R5:1 回）
・実証ほの設置
サンショウ緩効性肥料による礼肥効果の検討
（R3:2 カ所、R4:2 カ所、R5:2 カ所）
・土壌分析の実施
（R2:135 点、R3:22 点）
・新たな担い手候補者の情報共有
（R2:1 回、R3:３回、R4:3 回、R５:１回）
・収穫時の労働力確保に向けた話し合い
（R2:1 回、R５:3 回）
・収穫作業雇用状況調査の実施
（R5:1 回、アンケート対象者 26 名）

[成果]
・販売額の向上
R元年 4,715 万円→
R4年７,897 万円
・加工品の新規取引先を
確保
（R2:1 社、R４:1 社）

[課題]
・栽培や、病害虫防除が
十分でない生産者への継
続指導
・取引業者の需要を満た
せていない
・出荷調整施設（既存）
の老朽化
・生産者の出荷労力の負
担軽減
・収穫等の作業環境の改
善
・高齢生産者の作業労力
軽減

栽培管理、病害虫防除の重点指導
■越知町山椒組合
・生産者の栽培や病害虫管理の状況確認と重点指導農家の選定
・栽培講習会等の開催、栽培技術資料の配付
・総会での生産方針の確定

□県(農業改良普及所等)
・栽培や病害虫防除の状況確認と重点指導農家の選定
・重点指導農家への個別指導
・汚泥堆肥活用の実証
出荷の利便性向上
■越知町山椒組合
・出荷場までの運搬作業が負担となっている高齢の生産者が多い
地区について、出荷調整施設の追加導入を検討
・既存の出荷調整施設の老朽化への対応

□県(農業改良普及所等)■越知町
・出荷の現状確認と出荷調整施設の追加導入への支援
・補助事業等の活用支援
農作業労力の安定的な確保
■越知町山椒組合
・収穫等作業の環境改善
・農作業ヘルパー等の活用

□県(農業改良普及所等)■越知町
・収穫等作業の環境改善支援
・農作業ヘルパー等の活用支援
・補助事業等の活用支援
・スマート農業等の省力化技術の情報提供

販路拡大 ○加工品利用の拡大
・取引状況や需要についての情報共有連絡会
（R2:１回）

販路拡大
■越知町山椒組合
・より有利な販売が可能な取引業者の検討
・加工品生産の検討

□県(農業改良普及所等)■越知町
･取引業者や市況についての情報提供
･加工施設整備または加工業務の委託について情報提供

現状
確認

出荷調整施設の消耗部品交換・壁等の
塗り替え

高齢者が多い地区に出荷調
整施設追加導入を検討

農作業ヘルパー等の活用推
進

簡易トイレの導入等による作業環境改善
推進

汚泥堆肥実証ほ
の設置、結果確
認・評価

実証結果の普及

農作業ヘル
パー等活用
検討

各年度にサンショウの栽培や病害虫防除
の状況確認・重点指導農家の選定・個別
指導を実施

より有利な販売が可能な取引業者の検討

加工品生産の検討

修正項目(案)

修正前

18



仁淀川地域アクションプラン 分野 農業
AP名

（実施地域）
No.５ 越知町における食用山椒の産地振興
（越知町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎越知町山椒組合 食用山椒販売額 6,237 万円
（R2～4平均）

7,750 万円
(R6～9平均）

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要
県内一の食用山椒の生産量を誇る越知町において、生産者への栽培管理や病

害虫防除の指導の重点化、収穫作業などの作業労力の安定的確保などによ
り、農家所得の向上を図る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 〇山椒の安定的な生産技術の確立

・栽培管理資料・防除資料の配付
（R2:４回、R3:3 回、R4:1 回、R5:1 回、R6:4 回）
・栽培講習会等の開催
（R2:1 回、R3:２回、R4:1 回、R5:1 回、R6:2 回）
・実証ほの設置
サンショウ緩効性肥料による礼肥効果の検討
（R3:2 カ所、R4:2 カ所、R5:2 カ所）
汚泥肥料の活用実証（R6:１カ所）
・土壌分析の実施
（R2:135 点、R3:22 点、R6:37 点）
・新たな担い手候補者の情報共有
（R2:1 回、R3:３回、R4:3 回、R５:１回、R6:1 回）
・収穫時の労働力確保に向けた話し合い
（R2:1 回、R５:3 回、R6:5 回）
・収穫作業雇用状況調査の実施
（R5:1 回、アンケート対象者 26 名）
・農作業環境改善(R6:簡易トイレ等の設置 2 カ所）
・農福連携体験研修を実施:（R6.5.14:15 人)
→就労継続支援 B型事業所に委託業務のマッチング
・越知町農福連携支援会議を設立（R6.9.20 )
・越知町無料職業紹介所を開設（R6.11.1）
→雇用を希望する生産者に労働力確保を推進
・リモコン草刈り機導入検討検討
県補助事業の活用検討（R6:1 回）
リモコン草刈り機実演会（R6:1 回、21人)

・新規就農者(R6:1 人)

[成果]
・販売額の向上
R元年 4,715 万円→
R4年７,897 万円
R5年 11,921 万円
・加工品の新規取引先を
確保
（R2:1 社、R４:1 社）

[課題]
・栽培や、病害虫防除が
十分でない生産者への継
続指導
・取引業者の需要を満た
せていない
・出荷調整施設（既存）
の老朽化
・生産者の出荷労力の負
担軽減
・収穫等の作業環境の改
善
・高齢生産者の作業労力
軽減

栽培管理、病害虫防除の重点指導
■越知町山椒組合
・生産者の栽培や病害虫管理の状況確認と重点指導農家の選定
・栽培講習会等の開催、栽培技術資料の配付
・総会での生産方針の確定

□県(農業改良普及所等)
・栽培や病害虫防除の状況確認と重点指導農家の選定
・重点指導農家への個別指導
・汚泥堆肥活用の実証
出荷の利便性向上
■越知町山椒組合
・生産拡大のボトルネックとなっている出荷施設（乾燥機）の増設

□県(農業改良普及所等)■越知町
・出荷の現状確認と出荷調整施設の追加導入への支援
・補助事業等の活用支援
農作業労力の安定的な確保
■越知町山椒組合
・収穫等作業の環境改善
・就労継続支援事業所への作業委託推進
・アルバイト労力の確保推進

□県(農業改良普及所等)■越知町
・収穫等作業の環境改善支援
・農福連携支援会議、無料職業紹介所を活用した労働力確保推進
・補助事業等の活用支援
・スマート農業等の省力化技術の情報提供

販路拡大 ○加工品利用の拡大
・取引状況や需要についての情報共有連絡会
（R2:１回）

販路拡大
■越知町山椒組合
・より有利な販売が可能な取引業者の検討
・加工品生産の検討

□県(農業改良普及所等)■越知町
･取引業者や市況についての情報提供
･加工施設整備または加工業務の委託について情報提供

現状
確認

出荷調整施設の消耗部品交換・壁等の
塗り替え

生産拡大地区に出荷調整施
設追加導入を検討

就労継続支援事業所との業
務委託マッチング支援

簡易トイレの導入等による作業環境改善
推進

汚泥堆肥実証ほ
の設置、結果確
認・評価

実証結果の普及

農福連携支
援会議設置

各年度にサンショウの栽培や病害虫防除
の状況確認・重点指導農家の選定・個別
指導を実施

より有利な販売が可能な取引業者の検討

加工品生産の検討

無料職業紹
介所開設

雇用を希望する生産者への労
働力確保推進

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 林業
AP名

（実施地域）
No.7 佐川町における自伐型林業の推進と地域の活性化
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎佐川町、◎自伐型林業やものづくりに取り組む個人・団体 (1)林業関連新規就業者
数

13 人
（R2～4累計）

20 人
（R6～9累計）

AP への位置づけ H27.4 月 (2)山林の集約化面積 369ha
（R2～4累計）

400ha
（R6～9累計）

事業概要 自伐型林業を推進することで、森林環境の保全及び関連事業を含めた雇用の創出
や人材育成等を通じた地域の活性化を目指す。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
自伐型林業の確立 ・佐川町自伐型林業推進協議会の設立(H26.3 月)

・地域おこし協力隊（自伐型林業）の採用 (H26～)
・自伐型林業研修の開催（H26～）
・森林の所有者と森林資源の情報を管理・共有する仕組みとして「森
林 ICT プラットフォーム」を構築（H28.5 月）

・山林管理状況アンケートや山林集約化推進員による山林管理の意
向調査の実施（H28～）

・佐川町と山林所有者との間で森林長期施業管理契約を締結
（H28～）

[成果]
・山林の管理面積の集約
化の推進により、山林の荒
廃回避や有効活用、また
地域おこし協力隊の卒業
後の定着にもつながってい
る。
・簡易製材機を導入するこ
とで、町産材を活用したも
のづくりの仕組みの構築に
つながっている。
・放課後発明クラブ等の取
組を通じて、町内の子ども
たちに木を使ってつくる楽し
さや温もりを感じてもらうこ
とで、ものづくりへの意識醸
成につながっている。
・町産材を活用した商品を
日曜市で販売することで、
町産材の PR につながって
いる。
[課題]
・自伐型林業を担う人材
の育成
・施業困難な山林の整備
方法の検討
・町産材（低質材を含
む）を活用したものづくりの
推進

自伐型林業の確立
■佐川町
・自伐型林業研修の実施
・林地の集約化の推進、継続的・安定的な施業環境の整備
・地域おこし協力隊の採用再開（R6～）
・新たな施業方法の検討とその研修の実施

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供等
・産振アドバイザー制度の活用提案、各種支援制度に関する情報提供等

さかわ産木材を活用
したものづくりの推進

・デジタルファブリケーションを活用したものづくりの拠点「さかわ発明ラボ」
の開所（H28.4 月）

・地域おこし協力隊（ものづくり関連）の採用
（H28～）
・学校教育・地域等と連携したワークショップ等の開催
（H28～）
・町内で製作した町産材のおもちゃを赤ちゃんにプレゼントする木育の取
り組み「ウッドスタート事業」の開始（H30～）

・町産材の積極的な利活用のための「森林資源フル活用センター（仮
称）」の整備事業計画を策定(R元)

・地域おこし協力隊 OB への委託による佐川町産木材を活用した商品
開発（R2）

・「森林資源フル活用センター（仮称）」の整備計画を中止（R4）
・町産材活用のため、簡易製材機を導入（R4）

さかわ産木材を活用したものづくりの推進
■佐川町、さかわ発明ラボ
・地域おこし協力隊の採用
・佐川町産材を活用した商品開発
・簡易製材機の活用促進
・低質材を活用した木工品の開発・販売、学校教育・地域等と連携した
ものづくりを通した人材育成
・町内イベントや道の駅、おもちゃ美術館等を活用した木育ワークショップの
実施

□県（地域本部等）：
・各種支援制度に関する情報提供、関係事業者への橋渡し

自伐型林業研修の実施

施業困難
な林地の
整備方法
の検討

地域おこし協力隊の採用再開

新たな施業方法の研修の実施

新たな施業方法の実施

商品開発

地域おこし協力隊の採用
ものづくりに関する人材育成

おもちゃ美術館等を活用した
木育の実施

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 林業
AP名

（実施地域）
No.7 佐川町における自伐型林業の推進と地域の活性化
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎佐川町、◎自伐型林業やものづくりに取り組む個人・団体 (1)林業関連新規就業者
数

13 人
（R2～4累計）

20 人
（R6～9累計）

AP への位置づけ H27.4 月 (2)山林の集約化面積 369ha
（R2～4累計）

400ha
（R6～9累計）

事業概要 自伐型林業を推進することで、森林環境の保全及び関連事業を含めた雇用の創出
や人材育成等を通じた地域の活性化を目指す。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
自伐型林業の確立 ・佐川町自伐型林業推進協議会の設立(H26.3 月)

・地域おこし協力隊（自伐型林業）の採用 (H26～)
・自伐型林業研修の開催（H26～）
・森林の所有者と森林資源の情報を管理・共有する仕組みとして「森
林 ICT プラットフォーム」を構築（H28.5 月）

・山林管理状況アンケートや山林集約化推進員による山林管理の意
向調査の実施（H28～）

・佐川町と山林所有者との間で森林長期施業管理契約を締結
（H28～）
・自伐型林業の施業困難地の切り捨て間伐の実施(R6～)

[成果]
・山林の管理面積の集約
化の推進により、山林の荒
廃回避や有効活用、また
地域おこし協力隊の卒業
後の定着にもつながってい
る。
・簡易製材機を導入するこ
とで、町産材を活用したも
のづくりの仕組みの構築に
つながっている。
・放課後発明クラブ等の取
組を通じて、町内の子ども
たちに木を使ってつくる楽し
さや温もりを感じてもらうこ
とで、ものづくりへの意識醸
成につながっている。
・町産材を活用した商品を
日曜市で販売することで、
町産材の PR につながって
いる。
[課題]
・自伐型林業を担う人材
の育成
・町産材（低質材を含
む）を活用したものづくりの
推進

自伐型林業の確立
■佐川町
・自伐型林業研修の実施
・林地の集約化の推進、継続的・安定的な施業環境の整備
・地域おこし協力隊の採用再開（R6～）
・自伐型林業の施業困難地の切り捨て間伐の実施とその研修の実施

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供等
・産振アドバイザー制度の活用提案、各種支援制度に関する情報提供等

さかわ産木材を活用
したものづくりの推進

・デジタルファブリケーションを活用したものづくりの拠点「さかわ発明ラボ」
の開所（H28.4 月）

・地域おこし協力隊（ものづくり関連）の採用
（H28～）
・学校教育・地域等と連携したワークショップ等の開催
（H28～）
・町内で製作した町産材のおもちゃを赤ちゃんにプレゼントする木育の取
り組み「ウッドスタート事業」の開始（H30～）

・町産材の積極的な利活用のための「森林資源フル活用センター（仮
称）」の整備事業計画を策定(R元)

・地域おこし協力隊OB への委託による佐川町産木材を活用した商品
開発（R2）

・「森林資源フル活用センター（仮称）」の整備計画を中止（R4）
・町産材活用のため、簡易製材機を導入（R4）

さかわ産木材を活用したものづくりの推進
■佐川町、さかわ発明ラボ
・地域おこし協力隊の採用
・佐川町産材を活用した商品開発
・簡易製材機の活用促進
・低質材を活用した木工品の開発・販売、学校教育・地域等と連携した
ものづくりを通した人材育成
・町内イベントや道の駅、おもちゃ美術館等を活用した木育ワークショップの
実施

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供、関係事業者への橋渡し

自伐型林業研修の実施

施業困難地の切り捨て間伐の実施

地域おこし協力隊の採用再開

新たな施業方法の研修の実施

商品開発

地域おこし協力隊の採用
ものづくりに関する人材育成

おもちゃ美術館等を活用した
木育の実施

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 水産業
AP名

（実施地域）
No.8 宇佐の一本釣りうるめいわし等の鮮魚加工品の販路拡大と地域の活
性化（土佐市） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎企業組合宇佐もん工房 売上高 1億 2,495
万円（Ｒ4）

1億 7,000
万円

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要

宇佐の一本釣りうるめいわしをはじめとする鮮魚等を原料にした加工品の安定
供給体制の構築により、更なる需要拡大を図るとともに、地域での経済波及効
果と雇用の創出を図る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 ・宇佐うるめいわし加工品の生産・販売体制の構築（H21)

→産振補助金の活用
・加工場の新設及び加工機械等の整備（H22）
→産振補助金の活用

・加工場の増改築及び加工機器の整備（H28）
→産振補助金の活用

・県版 HACCP アドバイザーの派遣（R元.12 月、R2.1 月）
・生産性向上のため商品パッケージ改良（R2）
→食品産業総合支援事業費補助金の活用

・県版 HACCP 第 2 ステージの認証取得（R３）

[成果]
・売上の増加
Ｈ30：9,084 万円 →
Ｒ4：12,495 万円
・大手居酒屋チェーン店、
デパート等との取引拡大
・商談成約件数 15 件
（Ｒ2～4）
・ふるさと納税返礼品の取
扱件数の増加
Ｒ3:44 件 → Ｒ4：
4,236 件
・複数魚種を使用した海
鮮漬け丼を開発
（Ｈ30：4 件、Ｒ2：1
件、Ｒ3：2件）
・市場ニーズの高い化学調
味料不使用商品を既存の
海鮮漬け丼シリーズの商
品ラインナップに追加

[課題]
・需要増加に対応した更
なる生産体制の強化
・既存商品の品質の向上
・更なる販路拡大に向けた
取組の実施

生産体制強化のための機器導入
■企業組合宇佐もん工房
・加工ラインの製造効率及び品質を高め、生産能力を拡大するための機器導
入

□県（地域本部等）
・産振補助金の活用、各種支援制度に関する情報提供

販路拡大 ・宇佐うるめいわしの加工品の生産・販売体制の構築（Ｈ21）
→産振補助金の活用

・イベント出店の取り組み（H21～）
（宇佐大鍋まつり、てんこす周年祭等）
・フェア・商談会への参加（H22～）
・「一本釣りうるめ祭り」の開催（H23～）
・「一本釣りうるめいわし推進委員会」の設立（H27）
・うるめいわしを取り扱う土佐市内の飲食店を紹介する「うるめ
MAP」の作成（H27～）
・展示・商談会への出展（通年）

販路拡大
■企業組合宇佐もん工房
・新規の展示会、商談会への出展及び情報収集
・既存の商談会への参加等の積極的な営業活動による取引拡大に向けた
取組
・一本釣りうるめ祭り（飲食店イベント）の開催、その他販促イベントへ
の出店

□県(地域本部等)
・各種支援制度及び展示会・商談会に関する情報提供

新商品開発 ・通信販売やデパート向けの商品開発
・複数魚種を使用した新商品の開発（漬け丼シリーズ等）

新商品開発
■企業組合宇佐もん工房
・海鮮漬け丼の製造ノウハウを活かした新たな加工商品の開発
・企業と連携したタイアップ商品等の開発
・ふるさと納税返礼品の開発

□県(地域本部等)
・商品開発に関する産振アドバイザー制度の活用提案

機器導入の
検討・実施

販路拡大に向けた情報収集及び
営業活動の実施

新商品の検討・開発

修正項目(案)

修正前

22



仁淀川地域アクションプラン 分野 水産業
AP名

（実施地域）
No.8 宇佐の一本釣りうるめいわし等の鮮魚加工品の販路拡大と地域の活
性化（土佐市） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎企業組合宇佐もん工房 売上高 1億 2,495
万円（Ｒ4）

1億 7,000
万円

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要

宇佐の一本釣りうるめいわしをはじめとする鮮魚等を原料にした加工品の安定
供給体制の構築により、更なる需要拡大を図るとともに、地域での経済波及効
果と雇用の創出を図る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産体制の強化 ・宇佐うるめいわし加工品の生産・販売体制の構築（H21)

→産振補助金の活用
・加工場の新設及び加工機械等の整備（H22）
→産振補助金の活用

・加工場の増改築及び加工機器の整備（H28）
→産振補助金の活用

・県版 HACCP アドバイザーの派遣（R元.12 月、R2.1 月）
・生産性向上のため商品パッケージ改良（R2）
→食品産業総合支援事業費補助金の活用

・県版 HACCP 第 2 ステージの認証取得（R３）

[成果]
・売上の増加
Ｈ30：9,084 万円 →
Ｒ5：15,976 万円
・大手居酒屋チェーン店、
デパート等との取引拡大
・商談成約件数 20 件
（Ｒ2～5）
・ふるさと納税返礼品の取
扱件数の増加
Ｒ3:44 件 → Ｒ5：
13,503 件
・複数魚種を使用した海
鮮漬け丼を開発
（Ｈ30～Ｒ6：8件）
・市場ニーズの高い化学調
味料不使用商品を既存の
海鮮漬け丼シリーズの商
品ラインナップに追加

[課題]
・需要増加に対応した更
なる生産体制の強化
・既存商品の品質の向上
・更なる販路拡大に向けた
取組の実施

生産体制強化のための機器導入
■企業組合宇佐もん工房
・加工ラインの製造効率及び品質を高め、生産能力を拡大するための機器導
入・加工場整備の検討・実施
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施

□県（地域本部等）
・産振補助金の活用、各種支援制度に関する情報提供

販路拡大 ・宇佐うるめいわしの加工品の生産・販売体制の構築（Ｈ21）
→産振補助金の活用

・イベント出店の取り組み（H21～）
（宇佐大鍋まつり、てんこす周年祭等）
・フェア・商談会への参加（H22～）
・「一本釣りうるめ祭り」の開催（H23～）
・「一本釣りうるめいわし推進委員会」の設立（H27）
・うるめいわしを取り扱う土佐市内の飲食店を紹介する「うるめ
MAP」の作成（H27～）
・展示・商談会への出展（通年）

販路拡大
■企業組合宇佐もん工房
・新規の展示会、商談会への出展及び情報収集
・既存の商談会への参加等の積極的な営業活動による取引拡大に向けた
取組
・一本釣りうるめ祭り（飲食店イベント）の開催、その他販促イベントへ
の出店

□県(地域本部等)
・各種支援制度及び展示会・商談会に関する情報提供

新商品開発 ・通信販売やデパート向けの商品開発
・複数魚種を使用した新商品の開発（漬け丼シリーズ等）

新商品開発
■企業組合宇佐もん工房
・海鮮漬け丼の製造ノウハウを活かした新たな加工商品の開発
・企業と連携したタイアップ商品等の開発
・ふるさと納税返礼品の開発

□県(地域本部等)
・商品開発に関する産振アドバイザー制度の活用提案

機器導入・加工場整備の
検討・実施

販路拡大に向けた情報収集及び
営業活動の実施

新商品の検討・開発

衛生管理の実施

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 水産業

AP名
（実施地域）

No.９ 土佐市における養殖魚加工体制の構築による加工品の販売拡大と
地域の振興
（土佐市）

指標 出発点
実績 目標

R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)土佐マリンベース、和光商事(株) 売上高※ 0.9 億円
（R4）

5.9 億円

AP への位置づけ R3.4 月
※会計年度：3月～2月

事業概要

(株)土佐マリンベースが養殖魚（ブリ、マダイ、カンパチ）の産地加工体制を
構築するとともに、マーケットニーズに合わせた商品開発や国内外への販路開拓
等に取り組むことで、養殖業等の振興、地元雇用の創出及び地元産品の利用
拡大につなげる。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
産地加工体制の構築 ・水産加工施設の整備（R3）

→水産加工施設等整備事業費補助金の活用
→輸出拡大施設整備等事業費補助金の活用

・水産加工施設の本格稼働開始（R4.6）

[成果]
・R3年度に加工施設を整
備し、R4年 6月から本格
稼働を開始
⇒18名の雇用を創出
（正規 15 名、パート 3
名、R5.10 末時点）
・県内事業者と連携して
開発した商品の販売が開
始（R5）
・量販店と連携した商品
開発は進行（R5）
・米国向け HACCP の取
得（R5.11）
・ベトナム向け施設登録が
完了（R5）
[課題]
・加工作業員の不足と習
熟度の低さ
・米国向け商品の開発・
生産に必要となる機器等
の整備
・マーケットニーズに対応し
た商品の開発
・加工度の高い商品（ス
ライス等）ニーズへの対応
・輸送に係るリードタイムの
短縮
・米国向け商品の開発

加工体制の強化
■(株)土佐マリンベース
・新たな機器整備等による加工体制の強化

□県
・各種補助金の活用の提案
生産体制及び衛生管理体制の強化
■(株)土佐マリンベース
・新たな人材の雇用・育成
・MEL、ISO 認証の取得

□県
・各種補助金の活用の提案

商品の開発 ・県内事業者と連携した新商品の開発
・量販店向け商品の開発
・水産物輸出促進コーディネーターを通じた国内商社への商品開発の
相談

商品の開発
■(株)土佐マリンベース
・県内事業者や量販店等と連携した商品の開発
・ふるさと納税商品の開発

□県
・水産物輸出促進コーディネーターと連携したマーケットニーズの提供
・産振アドバイザー制度の活用提案

国内外への販路拡大 ・HACCP 導入のためのアドバイザーの招へい及び社内研修（R4.9）
・輸出のための施設登録の作業の実施（R5見込み）
・国内外の展示会への出展
R4:国内（4回）、国外（米国１回）
R5:国内（5回予定）、国外（米国 1回予定）
・水産物輸出促進コーディネーターと連携した国内商社への商品提案

国内外への販路拡大
■(株)土佐マリンベース
・市場調査の実施
・国内外の展示商談会への出展
・県内事業者と連携した販路の開拓・拡大

□県
・展示商談会等の情報提供
・水産物輸出促進コーディネーターや海外サポーターによる
国内外商社との商談機会の創出

修正項目(案)

施
設
整
備

MEL認証等の取得、衛生管理の実施

新商品
の開発

国内外の展示商談会への出展

市場調査の実施

県内事業者と連携した
販路開拓・拡大

販売

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 水産業

AP名
（実施地域）

No.９ 土佐市における養殖魚加工体制の構築による加工品の販売拡大と
地域の振興
（土佐市）

指標 出発点
実績 目標

R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)土佐マリンベース、和光商事(株) 売上高※ 0.9 億円
（R4）

5.9 億円

AP への位置づけ R3.4 月
※会計年度：3月～2月

事業概要

(株)土佐マリンベースが養殖魚（ブリ、マダイ、カンパチ）の産地加工体制を
構築するとともに、マーケットニーズに合わせた商品開発や国内外への販路開拓
等に取り組むことで、養殖業等の振興、地元雇用の創出及び地元産品の利用
拡大につなげる。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
産地加工体制の構築 ・水産加工施設の整備（R3）

→水産加工施設等整備事業費補助金の活用
→輸出拡大施設整備等事業費補助金の活用

・水産加工施設の本格稼働開始（R4.6）

[成果]
・R3年度に加工施設を整
備し、R4年 6月から本格
稼働を開始
⇒20名の雇用を創出
（正規 17 名、パート 3
名、R5 年度末）
・県内事業者と連携して
開発した商品の販売が開
始（R5）
・量販店と連携した商品
開発は進行（R5）
・米国向け HACCP 及び
FDA 施設登録を取得
（R5.11）
・ベトナム向け施設登録が
完了（R5）
[課題]
・米国向け商品の生産に
必要な機器等の整備
・加工技術の習熟と、衛
生管理の強化
・米国などのマーケットニー
ズに対応した商品の開発
(加工度の高い商品等)
・自社製品が少なく受託
加工が中心
・営業力不足、販路の開
拓

加工体制の強化
■(株)土佐マリンベース
・新たな機器整備等による加工体制の強化

□県
・各種補助金の活用の提案
生産体制及び衛生管理体制の強化
■(株)土佐マリンベース
・新たな人材の雇用・育成
・MEL、ISO 認証の取得

□県
・各種補助金の活用の提案

商品の開発 ・県内事業者と連携した新商品の開発
・量販店向け商品の開発
・水産物輸出促進コーディネーターを通じた国内商社への商品開発の
相談

商品の開発
■(株)土佐マリンベース
・県内事業者や量販店等と連携した商品の開発
・ふるさと納税商品や米国向け商品等の開発

□県
・水産物輸出促進コーディネーターと連携したマーケットニーズの提供
・産振アドバイザー制度の活用提案

国内外への販路拡大 ・HACCP 導入のためのアドバイザーの招へい及び社内研修（R4.9）
・輸出のための施設登録の作業の実施（R5見込み）
・国内外の展示会への出展
R4:国内（4回）、国外（米国１回）
R5:国内（5回）、国外（米国 1回）
R6:国内（4回予定）、国外（米国１回）
・水産物輸出促進コーディネーターと連携した国内商社への商品提案

国内外への販路拡大
■(株)土佐マリンベース
・市場調査の実施
・国内外の展示商談会への出展
・県内事業者と連携した販路の開拓・拡大

□県
・展示商談会等の情報提供
・水産物輸出促進コーディネーターや海外サポーターによる
国内外商社との商談機会の創出

施設
整備

MEL認証等の取得、衛生管理の実施

新商品
の開発

国内外の展示商談会への出展

市場調査の実施

県内事業者と連携した
販路開拓・拡大

販売

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.10 「土佐和紙」の販売促進
（土佐市、いの町、仁淀川町、日高村） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎手すき和紙協同組合、◎高知県製紙工業会、◎いの町紙の博物館 土佐和紙売上高
4.76 億円
(R4)

6.1 億円
機械すき：５億円
手すき：1.1 億円

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要

地域の伝統産業である「土佐和紙」は、楮栽培農家、用具職人、手すき和紙職人
のいずれもが高齢化のため生産が減少し、土佐和紙の売上げも低迷していることから、
手すき和紙及び機械すき和紙を含め、原料や担い手の確保を図るとともに、県内外で
の消費の拡大につなげる取り組みを行う。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
原料づくり ○持続可能な原料生産の仕組みづくり

・いの町による町内楮農家の現状把握のための調査実施(H29～)
・楮生産者と和紙生産者との意見交換会(R3)
・土佐市等で県内楮農家の実態調査実施(R5～)

○原料生産の効率化
・楮ワークショップ開催(R3～)

[成果]
・後継者育成事業による
研修修了者
H28～R5(累計)
：2名(短)、4 名(長)
・紙の博物館販売コーナー
のリニューアル(R3)
・土佐和紙新商品開発
：5件(見込)(R5)

[課題]
・全国的な国産楮不足
・楮収穫後の作業が高負
荷かつ低賃金
・後継者育成の体制強
化、定着支援
・用具製作における後継
者の育成支援
・将来に向けた土佐和紙
の技術保存
・新しい商品の開発
・販売促進・販路開拓
・土佐和紙のブランド力強
化

持続可能な原料生産の仕組みづくり
■いの町、土佐市等
・県内楮農家の実態調査で農地の状況を把握
・楮生産希望者へ農地紹介(耕作放棄地減)

□県(工業振興課、地域本部等)
・楮生産者との情報交換
原料生産の効率化
■いの町、土佐市、手すき和紙協同組合等
・分業化(農福連携等)、作業の機械化等の支援

担い手づくり ○用具供給の仕組み整備
・いの町備品(簀、桁)貸出規約を策定(R2)
→若手後継者 1名の貸出申請（R2）

○研修受け入れの体制の構築
・複数講師での短期研修の実施(R5)

○土佐和紙の技術保存方法等の構築(ユネスコ登録等)
・土佐典具帖紙勉強会の開催(R5)

用具供給の仕組み整備
■手すき和紙協同組合
・文化庁の補助事業を活用した用具製作技術者の育成支援
研修受け入れの体制の構築
■いの町、土佐市等
・補助制度を活用した後継者育成の支援
土佐和紙の技術保存方法等の構築
■手すき和紙協同組合
・土佐和紙保存会会員の技術研修などの活動を支援

付加価値づくり ○商品開発の推進
・土佐和紙商品開発支援事業委託業務の実施(R5)

○見本市や商談会等への参加
・ものメッセ等の県内外への商談会等への参加(通年)

○土佐和紙の PR(土佐和紙情報発信含む)
・kami 祭開催(H27～)
・夜の紙博開催(H29～)
・土佐和紙 PR パンフレットの作成(R元)
・産業振興アドバイザー制度の活用による紙の博物館販売コーナーの
リニューアル実施(R3)
・製紙工業会による JR 観光列車へのポケットティッシュ寄贈(R4)
・高知国際版画トリエンナーレ展開催(R2、R5)

商品開発の推進
□県(県立紙産業技術センター)
・センターの設備やノウハウを活用した商品開発の技術支援
見本市や商談会等への参加
□県(工業振興課、地域本部等)
・国内外で実施される展示会等への出展支援
土佐和紙の PR(土佐和紙文化発信含む)
■いの町、いの町紙の博物館
・高知国際版画トリエンナーレ展(R8)の開催
・kami 祭、夜の紙博の開催

□県(工業振興課、地域本部等)
・産振アドバイザーの活用提案、広報支援等

楮生産に関する基礎調査

楮生産者と農地のマッチング支援

原料生産効率化に向けた取り組み支援

後継者の育成支援

用具製作者の育成支援

土佐和紙保存会の活動支援

新商品開発の支援

見本市や商談会等への出展支援

土佐和紙 PR の強化

【用語】 ・楮(こうぞ)：土佐和紙の原料となるクワ科の植物。高知県は全国有数の楮産地であるが、最近では農家の高齢化により生産量が
激減している。

・高知国際版画トリエンナーレ展：紙の博物館を会場に 3年に 1度開かれている世界でも有数の国際的な版画展として国内外の
多くの作家や関係者などに知られている。

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.10 「土佐和紙」の販売促進
（土佐市、いの町、仁淀川町、日高村） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎手すき和紙協同組合、◎高知県製紙工業会、◎いの町紙の博物館 土佐和紙売上高 4.76 億円
(R4)

6.1 億円
機械すき：５億円
手すき：1.1 億円

AP への位置づけ H21.4 月

事業概要

地域の伝統産業である「土佐和紙」は、楮栽培農家、用具職人、手すき和紙職人
のいずれもが高齢化のため生産が減少し、土佐和紙の売上げも低迷していることから、
手すき和紙及び機械すき和紙を含め、原料や担い手の確保を図るとともに、県内外で
の消費の拡大につなげる取り組みを行う。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
原料づくり ○持続可能な原料生産の仕組みづくり

・いの町による町内楮農家の現状把握のための調査実施(H29～)
・楮生産者と和紙生産者との意見交換会(R3)
・土佐市等で県内楮農家の実態調査実施(R5～)
・楮生産者への文化庁補助金の紹介(R6)

○原料生産の効率化
・和紙関係者による県内楮畑の機械導入事例視察（R5）
・楮ワークショップ開催(R3)

[成果]
・後継者育成事業による
研修修了者
H28～R6(累計)
：5名(短)、4 名(長)
・紙の博物館販売コーナー
のリニューアル(R3)
・紙の博物館オンラインショ
ップのリニューアル(R6)
・土佐和紙新商品開発
R5：24件
R6：4件

[課題]
・全国的な国産楮不足
・楮収穫後の作業が高負
荷かつ低賃金
・後継者育成の体制強
化、定着支援
・用具製作における後継
者の育成支援
・将来に向けた土佐和紙
の技術保存
・新しい商品の開発
・販売促進・販路開拓
・土佐和紙のブランド力強
化

持続可能な原料生産の仕組みづくり
■いの町、土佐市等
・県内楮農家等への実態調査で原料生産・流通量の状況を把握
・楮生産希望者へ農地紹介(耕作放棄地減)

□県(工業振興課、地域本部等)
・楮生産者との情報交換
・楮生産者への文化庁補助金の紹介
原料生産の効率化
■いの町、土佐市、手すき和紙協同組合等
・分業化(農福連携等)、作業の機械化等の支援

担い手づくり ○用具供給の仕組み整備
・いの町備品(簀、桁)貸出規約を策定(R2)
→若手後継者 1名の貸出申請(R2)

○研修受け入れの体制の構築
・複数講師での短期研修の実施(R5)
・土佐和紙産地留学の実施による後継者候補の掘り起こし(R6)

○土佐和紙の技術保存方法等の構築(ユネスコ登録等)
・土佐典具帖紙勉強会の開催(R5)

研修受け入れの体制の構築
■いの町、土佐市等
・補助制度を活用した後継者育成の支援
用具供給の仕組み整備
■手すき和紙協同組合
・文化庁の補助事業を活用した用具製作技術者の育成支援
土佐和紙の技術保存方法等の構築
■手すき和紙協同組合
・土佐和紙保存会会員の技術研修などの活動を支援

付加価値づくり ○商品開発の推進
・土佐和紙商品開発支援事業委託業務の実施(R5)
・土佐和紙デザイン&アイデアコンテスト(R６)

○見本市や商談会等への参加
・ものメッセ等の県内外への商談会等への参加(通年)

○土佐和紙の PR(土佐和紙情報発信含む)
・kami 祭開催(H27～)
・夜の紙博開催(H29～)
・土佐和紙 PR パンフレットの作成(R元)
・土佐和紙をはじめと高知県伝統的工芸品等デジタルパンフレットを
作成(R4)

・産振アドバイザー制度の活用による紙の博物館販売コーナーの
リニューアル実施(R3)
・製紙工業会による JR 観光列車へのポケットティッシュ寄贈(R4)
・高知国際版画トリエンナーレ展開催(R2、R5)
・紙の博物館 EC サイトの魅力向上及び販売促進(R6)
→産振アドバイザー制度の活用(R6)

商品開発の推進
□県(県立紙産業技術センター)
・センターの設備やノウハウを活用した商品開発の技術支援
見本市や商談会等への参加
□県(工業振興課、地域本部等)
・国内外で実施される展示会等への出展支援
土佐和紙の PR(土佐和紙文化発信含む)
■いの町、いの町紙の博物館
・高知国際版画トリエンナーレ展(R8)の開催
・kami 祭、夜の紙博の開催

□県(工業振興課、地域本部等)
・産振アドバイザーの活用提案、広報支援等

楮生産に関する基礎調査

原料生産持続化に向けた取り組み支援

原料生産効率化に向けた取り組み支援

用具製作者の育成支援

後継者の育成支援

土佐和紙保存会の活動支援

新商品開発の支援

見本市や商談会等への出展支援

土佐和紙 PR の強化

【用語】 ・楮(こうぞ)：土佐和紙の原料となるクワ科の植物。高知県は全国有数の楮産地であるが、最近では農家の高齢化により生産量が
激減している。

・高知国際版画トリエンナーレ展：紙の博物館を会場に 3年に 1度開かれている世界でも有数の国際的な版画展として国内外の
多くの作家や関係者などに知られている。

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.15 仁淀川町におけるクラフトビールを軸にした交流人口の拡大と地域の活性
化（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎MUKAI CRAFT BREWING(株)、仁淀川町 クラフトビール販売額※ 1,850 万円
（R4）

1,930 万円

AP への位置づけ R2.4 月
※会計年度：3月～2月

事業概要

MUKAI CRAFT BREWING(株)が清流仁淀川の水と副原料として地元食材を活
用したクラフトビールを製造するとともに、県内外への販路拡大を図りながら、仁淀ブルー
のイメージを活かした地域ブランドを確立し、交流人口の拡大や地域の活性化に繋げ
る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
製造及び販売体制の
強化

・集落活動センター｢山村自然楽校しもなの郷｣を開所(H31)
・クラフトビール醸造を開始（R2）
・ムカイクラフトブルーイング（醸造設備）と併設された飲食スペース
「BLUE BREW（ブルーブルー）」をオープン（R2）
・屋外オーニングの設置(R3)
・県工業技術センターへの成分分析及び官能評価の依頼（R3）
・人員体制の強化（R5）

[成果]
・クラフトビールの本格醸
造・販売の開始による来
店者数の増加（交流人
口増）
R3：3,498人
→R4：4,397人

・売上高の増加
R2：370万円
→R4：1,850 万円

・雇用の創出（長期）
R5：1名

・新規顧客の獲得
・認知度向上

[課題]
・安定的な生産体制の構
築
・安全性と品質の確保
・新商品開発
・プロモーション活動

人員体制の強化
■MUKAI CRAFT BREWING(株)、仁淀川町
・受入体制の強化、新たな人材の確保、連携

□仁淀川町、県(地域本部等)
・人材確保に向けた関係機関の情報提供（役場、移住施策や地域おこし
協力隊など）

製造技術の向上
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・県工業技術センターの分析による成分の数値化
品質管理と衛生管理の確立
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・HACCP に基づく衛生管理の実施

ブランド化戦略の実
践及び販売促進

・MUKAI CRAFT BREWING(株)の設立（R元）
・町、しもなの郷、観光協会等との定例会の実施(R2∼)
・高知市等でのイベント販売(R2∼)
・町内外の飲食店での卸販売を開始（R3）
・ふるさと納税の取扱い開始（R3）
・インターネット販売の開始(R3)
・地場産業大賞の「産業振興計画賞」を受賞（R3）
・期間限定商品の販売開始（R3）
・新商品「89」の販売開始（R4）
・集落活動センターのイベント｢集マルシェ｣への出店
（R2：2 回、R3：1 回、R4：１回）

販売促進に向けた取り組み
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・イベント出店による情報発信、町内事業者と連携したイベント開催

□県(地域本部等)
・県内イベントなどに関する情報提供
販路拡大に向けた取り組み
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・商談会等への出展による販路拡大、テストマーケティング等による販促活動

□県(地域本部等)
・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
副原料となる新素材の発掘と新商品開発
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現

□県(地域本部等)
・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用
提案

情報発信・プロモーション
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・SNS やメディア等を通じた PR

生産体制の構築・人員体制の強化

醸造の安定化に向けた分析データの活用

HACCP 認証取得・衛生管理の実施

各種イベントへの出店（地元イベント、
中四国のビールフェスティバルなど）、

自社でのイベント開催

商談会・フェア等への出店、
テストマーケティングの実施など外商活動

新商品の開発・販売

SNS・メディアを活用した情報発信

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.16 仁淀川町におけるクラフトビールを軸にした交流人口の拡大と地域の活性
化（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎MUKAI CRAFT BREWING(株)、仁淀川町 クラフトビール販売額※ 1,850 万円
（R4）

1,930 万円

AP への位置づけ R2.4 月
※会計年度：3月～2月

事業概要

MUKAI CRAFT BREWING(株)が清流仁淀川の水と副原料として地元食材を活
用したクラフトビールを製造するとともに、県内外への販路拡大を図りながら、仁淀ブルー
のイメージを活かした地域ブランドを確立し、交流人口の拡大や地域の活性化に繋げ
る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
製造及び販売体制の
強化

・集落活動センター｢山村自然楽校しもなの郷｣を開所(H31)
・クラフトビール醸造を開始（R2）
・ムカイクラフトブルーイング（醸造設備）と併設された飲食スペース
「BLUE BREW（ブルーブルー）」をオープン（R2）
・屋外オーニングの設置(R3)
・県工業技術センターへの成分分析及び官能評価の依頼（R3）
・人員体制の強化（R5～R6）

[成果]
・クラフトビールの本格醸
造・販売の開始による来
店者数の増加（交流人
口増）
R3：3,498人
→R5：4,051人

・売上高の増加
R2：370万円
→R5：1,540 万円

・雇用の創出（長期）
R6：1名

・新規顧客の獲得
・認知度向上

[課題]
・安定的な生産体制の構
築
・安全性と品質の確保
・新商品開発
・プロモーション活動

人員体制の強化
■MUKAI CRAFT BREWING(株)、仁淀川町
・受入体制の強化、新たな人材の確保、連携

□仁淀川町、県(地域本部等)
・人材確保に向けた関係機関の情報提供（役場、移住施策や地域おこし
協力隊など）

製造技術の向上
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・県工業技術センターの分析による成分の数値化
品質管理と衛生管理の確立
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施

ブランド化戦略の実
践及び販売促進

・MUKAI CRAFT BREWING(株)の設立（R元）
・町、しもなの郷、観光協会等との定例会の実施(R2∼)
・高知市等でのイベント販売(R2∼)
・町内外の飲食店での卸販売を開始（R3）
・ふるさと納税の取扱い開始（R3）
・インターネット販売の開始(R3)
・地場産業大賞の「産業振興計画賞」を受賞（R3）
・期間限定商品の販売開始（R3）
・新商品「89」の販売開始（R4）
・集落活動センターのイベント｢集マルシェ｣への出店
（R2：2 回、R3：1 回、R4：１回、R5：２回）
・「高知クラフトビール協議会」を通じた連携(R5～)

販売促進に向けた取り組み
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・イベント出店による情報発信、町内事業者と連携したイベント開催

□県(地域本部等)
・県内イベントなどに関する情報提供
販路拡大に向けた取り組み
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・商談会等への出展による販路拡大、テストマーケティング等による販促活動

□県(地域本部等)
・商談会等の紹介、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
副原料となる新素材の発掘と新商品開発
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・地域資源の掘り起こし、試作品づくり・商品化の実現

□県(地域本部等)
・新商品の味覚・官能検査による品質評価など県工業技術センターの活用
提案

情報発信・プロモーション
■MUKAI CRAFT BREWING(株)
・SNS やメディア等を通じた PR

生産体制の構築・人員体制の強化

醸造の安定化に向けた分析データの活用

衛生管理の実施

各種イベントへの出店（地元イベント、
中四国のビールフェスティバルなど）、

自社でのイベント開催

商談会・フェア等への出店、
テストマーケティングの実施など外商活動

新商品の開発・販売

SNS・メディアを活用した情報発信

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.16 仁淀川町における(株)フードプランを核とした野菜の産地形成と販売拡大
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)フードプラン、仁淀川町、(合)清流ファーム、生産者団体、庭先集荷の農
家 (株)フードプランの販売額※ 8.8 億円

（R4）
10 億円

AP への位置づけ H21.4 月
※会計年度：10 月～9月

事業概要
カット野菜事業を展開する(株)フードプランを仁淀川町での基幹産業として位置付

け、事業の継続的な実施と販売拡大によって雇用の確保や農業者の所得向上につな
げる。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産能力の拡大 ・食品加工場の加工用水供給施設を整備（専用水道及び冷却水施

設整備）（H21）
→産振補助金の活用

・生産能力の拡大に向けて新工場を整備（H29)
→産振補助金の活用

・デジタルピッキングシステムの導入(R4)
→食品加工高度化補助金の活用

・技能実習から特定技能への移行

[成果]
・雇用の創出
H28：65人（正規11
人、パート54人）
→ R4：74人（正規15
人、パート59人）
・技能実習から特定技能
への移行者の確保による
体制強化
・関東圏、関西圏の販路
拡大
・ドレッシング試作品開発
3品
・水耕栽培施設との連携
による原料確保

[課題]
・生産性向上のための安
定した雇用の確保
・近畿、関東圏への販路
拡大に向けた輸送ルートの
確保や消費期限の延長
・高付加価値商品の開
発・販売
・端材野菜の活用
・産地形成による県内産
野菜の安定調達に向けた
仕組みづくりの構築

安定的な生産体制の構築
■(株)フードプラン
・製造部門における現場管理の強化や設備の導入による生産性の向上
・需要に対応するための工場稼働時間の検討、人員体制の強化

■仁淀川町
・人材確保に向けた情報提供（移住施策、地域おこし協力隊など）

□県(地域本部等)
・ものづくり補助金などの活用可能性検討、各種支援制度の情報提供

販路拡大・商品開発 ・販路拡大に向けた消費期限延長に係る機器の視察（H23～）
・市場対応商品開発等事業費補助金を活用して、端野菜を活用した
ドレッシングのレシピを開発(H28.11 月)

・経営革新等支援事業費補助金を活用して、ドレッシングのランディング
ページを作成（H28.12月）

・産業振興センターの支援を受けて、事業戦略を策定（H30.9月）
・野菜洗浄機と窒素充填機の試用（R4）

販路拡大
■(株)フードプラン
・商談会等への出展や営業活動の展開
・物流手段の確保、消費期限延長の検討

□県(地域本部等)
・商談会等の情報提供、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
商品開発
■(株)フードプラン
・ドレッシングの新商品開発・販売、カット野菜を活用した観光振興

■仁淀川町
・カット野菜を活用した観光客誘致の仕組みづくり、メディアを通じた情報発信

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、各種支援制度の情報提供

原料供給体制の強化 ・町内を中心とした野菜生産の仕組みとして、加工用ネギの栽培を開
始（R元～）

・農福連携による水耕栽培ハウス、休憩施設、トイレを建設（R4)
→農山漁村振興交付金、こうち農業補助金の活用

原料供給体制の強化
■(株)フードプラン、庭先集荷の農家
・町内生産者の拡大、加工用ネギ栽培の連携、新たな品目の検討

□県(地域本部等)
・各種支援制度の情報提供
農福連携による水耕栽培施設との連携強化
■(合)清流ファーム
・水耕栽培施設の円滑な運営

□県(地域本部等)
・農業改良普及所による栽培指導

製造ラインにおける生産性の向上
品質管理の徹底

水耕栽培施設の管理運営

四国内販路の維持拡大
近畿圏、関東圏への販路拡大

産地形成の強化

消費期限延長に向けた実証実験

端野菜を活用した高付加価値商品の
開発・販売

人員体制の強化

観光振
興策の
検討

観光商品化・情報発信

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.17 仁淀川町における(株)フードプランを核とした野菜の産地形成と販売拡大
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)フードプラン、仁淀川町、(合)清流ファーム、生産者団体、庭先集荷の
農家 (株)フードプランの販売額※ 8.8 億円

（R4）
8.4 億円 10 億円

AP への位置づけ H21.4 月
※会計年度：10 月～9月

事業概要
カット野菜事業を展開する(株)フードプランを仁淀川町での基幹産業として位置付

け、事業の継続的な実施と販売拡大によって雇用の確保や農業者の所得向上につな
げる。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
生産能力の拡大 ・食品加工場の加工用水供給施設を整備（専用水道及び冷却水施

設整備）（H21）
→産振補助金の活用

・生産能力の拡大に向けて新工場を整備（H29)
→産振補助金の活用

・デジタルピッキングシステムの導入(R4)
→食品加工高度化補助金の活用

・技能実習から特定技能への移行

[成果]
・雇用の創出
H28：65人（正規11
人、パート54人）
→ R5：86人（正規15
人、パート71人）
・技能実習から特定技能
への移行者の確保による
体制強化
・関東圏、関西圏の販路
拡大
・ドレッシング試作品開発
3品
・水耕栽培施設との連携
による原料確保

[課題]
・生産性向上のための安
定した雇用の確保
・近畿、関東圏への販路
拡大に向けた輸送ルートの
確保や消費期限の延長
・高付加価値商品の開
発・販売
・端材野菜の活用
・産地形成による県内産
野菜の安定調達に向けた
仕組みづくりの構築

安定的な生産体制の構築
■(株)フードプラン
・製造部門における現場管理の強化や設備の導入による生産性の向上
・需要に対応するための工場稼働時間の検討、人員体制の強化

■仁淀川町
・人材確保に向けた情報提供（移住施策、地域おこし協力隊など）

□県(地域本部等)
・ものづくり補助金などの活用可能性検討、各種支援制度の情報提供

販路拡大・商品開発 ・販路拡大に向けた消費期限延長に係る機器の視察（H23～）
・市場対応商品開発等事業費補助金を活用して、端野菜を活用した
ドレッシングのレシピを開発(H28.11 月)

・経営革新等支援事業費補助金を活用して、ドレッシングのランディング
ページを作成（H28.12月）

・産業振興センターの支援を受けて、事業戦略を策定（H30.9月）
・野菜洗浄機と窒素充填機の試用（R4）

販路拡大
■(株)フードプラン
・商談会等への出展や営業活動の展開
・物流手段の確保、消費期限延長の検討

□県(地域本部等)
・商談会等の情報提供、高知県地産外商公社・関係機関との連携支援
商品開発
■(株)フードプラン
・ドレッシングの新商品開発・販売、カット野菜を活用した観光振興

■仁淀川町
・カット野菜を活用した観光客誘致の仕組みづくり、メディアを通じた情報発信

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、各種支援制度の情報提供

原料供給体制の強化 ・町内を中心とした野菜生産の仕組みとして、加工用ネギの栽培を開
始（R元～）

・農福連携による水耕栽培ハウス、休憩施設、トイレを建設（R4)
→農山漁村振興交付金、こうち農業補助金の活用

・工場隣地でのベビーリーフ、リーフレタスの水耕栽培開始(R5～)

原料供給体制の強化
■(株)フードプラン、庭先集荷の農家
・町内生産者の拡大、加工用ネギ栽培の連携、新たな品目の検討

□県(地域本部等)
・各種支援制度の情報提供
農福連携による水耕栽培施設との連携強化
■(合)清流ファーム
・水耕栽培施設の円滑な運営

□県(地域本部等)
・農業改良普及所による栽培指導

製造ラインにおける生産性の向上
品質管理の徹底

水耕栽培施設の管理運営

四国内販路の維持拡大
近畿圏、関東圏への販路拡大

産地形成の強化

消費期限延長に向けた実証実験

端野菜を活用した高付加価値商品の
開発・販売

人員体制の強化

観光振興策の検討
観光商品化・
情報発信

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.18 さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(有)吉本乳業、◎横畠商店、地元商工業者、地元酪農家、佐川町商工会、佐
川町、JA高知県（仁淀川地区） (1)牛乳類商品販売額※ 1.15 億円

（R4）
1.57 億円

AP への位置づけ H21.４月 (2)牛乳加工品販売額※ 2,269 万円
（R4）

6,000 万円

事業概要
佐川町の特産である「さかわの地乳(ぢちち)」を使い、地元の事業者が特長のある商

品づくりを行うとともに、販売促進のための仕組みを構築することで、さかわの地乳(ぢち
ち)ブランドを再構築し、地産外商の推進による外貨の獲得を目指す。

※会計年度：（1）８月～７月、（2）１月～12 月

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
さかわの地乳(ぢちち)
を使った加工品の開
発及び販売促進

・農商工連携による地乳の販売促進に向けた「さかわの地乳プロジェクト
推進会議」を設置（H22.7 月）

・地乳 PR用広報・販促物を整備（H22、23)
→産振補助金の活用

・地乳商品認定要綱を策定し、25品目の商品を「ぢちちブランド」として
PR開始（H26～）

・地元農産物等を使った加工品の開発（H27～30:7 件)
→佐川ものづくり支援事業補助金の活用

・さかわ地乳まつりの開催（H27～）
・畜産アドバイザーを導入して、地乳を活用した加工品開発や販促活
動について協議（H26、H27:2 回）

・産振アドバイザーを導入して、地域資源を活用した効果的なイベント
展開を検討（H28:３回）

・地元高校生と連携した新商品開発及び PR イベントの実施（H28
～）

[成果]
・地乳を活用した商品販
売により地乳の認知度が
向上している。
・地乳を使用する県外の
飲食店も増えており、販路
が拡大している。
[課題]
・新型コロナウイルスで中
止になって以降、イベント
再開の声が上がらない
・地乳を活用した新商品
の開発及び商品の PR 強
化
・地乳ブランド確立に向け
た推進体制強化
・持続可能な経営基盤の
確立・強化
・衛生管理体制の強化
・販路拡大に向けた商談
会等での販売促進

牛乳加工品増産に伴う生産体制及び衛生管理体制の強化
■横畠商店
・工場改修及び製造機械の更新、新規購入
・新たな人材の雇用・育成
・HACCP に沿った衛生管理の実施
・法人化の検討

□県(地域本部等)
・産振補助金の活用、各種研修会への参加呼びかけ

牛乳加工施設の整備
及び販路拡大

・中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業を活用
して製乳設備を増設（H26）

・HACCP アドバイザーによる現地指導を実施（H28:1 回）
・さかわの地乳製造施設を整備（H28)
→産振補助金の活用

・地乳製品の販路開拓・販売拡大に向けた商談会への出展（H29
～）

・宅配キャンペーンの実施（R3）
→高知県地域産品地産地消推進事業費補助金の活用

牛乳製造施設の持続可能な経営基盤の確立・強化
■(有)吉本乳業
・HACCP に沿った衛生管理の実施
・経営改善策の検討

■(有)吉本乳業、横畠商店、地元商工業者、佐川町、佐川町商工会
・地乳プロジェクト推進会議の再開：町内事業者への積極的な参画の呼び
かけによる推進体制の強化、宣伝方法の検討、販促物の作成、地乳 PR イ
ベント等の開催
・商談会等への出展、プロモーション活動の実施
・加工品の開発及び磨き上げ

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供、セミナー、商談会等の紹介、関係者へ
の橋渡し
・産振アドバイザー制度の活用提案

さかわの地乳の県内消費拡大・県外量
販店等への販路拡大

さかわの地乳(ぢちち)を使った加工品の
磨き上げ・開発

販売促進の体制強化、地乳ブランドの
PR強化

施設
整備

HACCP に沿った
衛生管理の実施

生産力向上に伴う
雇用創出

商品開発・販売

経営体制強化に向けた法人化の検討

HACCP に沿った
衛生管理の実施

経営改善の実施

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 商工業
AP名

（実施地域）
No.21 さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(有)吉本乳業、◎(株)YOKOBATAKE-ice、地元商工業者、地元酪農家、
佐川町商工会、佐川町、JA高知県（仁淀川地区） (1)牛乳類商品販売額※ 1.15 億円

（R4）
1.16 億円 1.57 億円

AP への位置づけ H21.４月 (2)牛乳加工品販売額※ 2,269 万円
（R4）

6,000 万円

事業概要
佐川町の特産である「さかわの地乳(ぢちち)」を使い、地元の事業者が特長のある商

品づくりを行うとともに、販売促進のための仕組みを構築することで、さかわの地乳(ぢち
ち)ブランドを再構築し、地産外商の推進による外貨の獲得を目指す。

※会計年度：（1）８月～７月、（2）１月～12 月

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
さかわの地乳(ぢちち)
を使った加工品の開
発及び販売促進

・農商工連携による地乳の販売促進に向けた「さかわの地乳プロジェクト
推進会議」を設置（H22.7 月）

・地乳 PR用広報・販促物を整備（H22、23)
→産振補助金の活用

・地乳商品認定要綱を策定し、25 品目の商品を「ぢちちブランド」として
PR開始（H26～）

・地元農産物等を使った加工品の開発（H27～30:7 件)
→佐川ものづくり支援事業補助金の活用

・さかわ地乳まつりの開催（H27～）
・畜産アドバイザーを導入して、地乳を活用した加工品開発や販促活
動について協議（H26、H27:2 回）

・産振アドバイザーを導入して、地域資源を活用した効果的なイベント
展開を検討（H28:３回）

■(株)YOKOBATAKE-ice(横畠商店)
・法人化(R6.12.26 設立)

[成果]
・地乳を活用した商品販
売により地乳の認知度が
向上している。
・地乳を使用する県外の
飲食店も増えており、販路
が拡大している。
・地乳プロジェクト推進会
議を再開(R6.8.23)
[課題]
・地乳を活用した新商品
の開発及び商品の PR 強
化
・地乳ブランド確立に向け
た推進体制強化
◎㈲吉本乳業
・持続可能な経営基盤の
確立・強化
・衛生管理体制の強化
・販路拡大に向けた商談
会等での販売促進
・物価高騰による商品の
値上げから、一般消費者
への宅配契約の減少やス
ーパー等での売上が伸び
悩む
◎㈱YOKOBATAKE-ice
・現状の加工場、製造機
械では生産能力が限界に
達しており、これ以上の販
路拡大が困難

牛乳加工品増産に伴う生産体制及び衛生管理体制の強化
■(株)YOKOBATAKE-ice
・R7 年度工場新設及び製造機械の整備
・新たな人材の雇用・育成
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施

□県(地域本部等)
・産振補助金の活用、各種研修会への参加呼びかけ

牛乳製造施設の持続
可能な経営基盤の確
立・強化及び販路拡
大

・中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業を活用
して製乳設備を増設（H26）

・HACCP アドバイザーによる現地指導を実施（H28:1 回）
・さかわの地乳製造施設を整備（H28)
→産振補助金の活用

・地乳製品の販路開拓・販売拡大に向けた商談会への出展（H29
～）

・宅配キャンペーンの実施（R3）
→高知県地域産品地産地消推進事業費補助金の活用

牛乳製造施設の持続可能な経営基盤の確立・強化及び販路拡大
■(有)吉本乳業
・HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施
・経営改善策の検討

■(有)吉本乳業、(株)YOKOBATAKE-ice、地元商工業者、佐川町、
佐川町商工会
・地乳プロジェクト推進会議の再開・継続：町内事業者への積極的な参画
の呼びかけによる推進体制の強化、宣伝方法の検討、販促物の作成、地乳
PRイベント等の開催
・商談会等への出展、プロモーション活動の実施
・加工品の開発及び磨き上げ

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供、セミナー、商談会等の紹介、関係者へ
の橋渡し
・産振アドバイザー制度の活用提案

さかわの地乳の県内消費拡大・県外量
販店等への販路拡大

さかわの地乳(ぢちち)を使った加工品の
磨き上げ・開発

販売促進の体制強化、地乳ブランドの
PR強化

施設
整備

稼働

生産力向上に伴う
雇用創出

商品開発・販売

法人
化

衛生管理の実施

経営改善の実施

産振
補助
金審
査会

衛生管理
の実施

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.23 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進
（いの町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(一社)いの町観光協会、いの町 (1)体験参加人数※ 22,527 人
(R4)

30,500 人

AP への位置づけ H21.4 月 (2)体験メニュー売上高※ 4,349 万円
(R4)

5,950 万円

事業概要
仁淀川の美しい自然、土佐和紙の歴史、古い町並みなど、いの町の持つ魅力を活か

して体験メニューや土産品づくりを進めるとともに、季節ごとの特色あるイベントを開催する
ことで交流人口の拡大を図り、地域の活性化につなげる。

(3)主要観光施設入込数
※

391,119 人
(R4)

432,500 人

※指標の対象：(1)(2)カヌー、まちあるき、紙すき等の体験 (3)紙の博物館、633 美の里、木の香等の入込客数

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
体験メニューの販売
促進・磨き上げ

・体験メニューによる観光客の受入体制の強化
→食を絡めたまちあるきコース(生姜収穫体験)の実施(R元～)
→くらうど体験アクティビティ用施設改修(R2)
→グリーン・パークほどので「手ぶらで BBQ」の受け入れ開始(R2)
→映画「竜とそばかすの姫」公開記念紙の博物館限定和紙ファイル作
り体験(R3)

→仁淀ブルー体験博へのプログラム参加(R3～)
→グリーン・パークほどの×mow candle キャンドルプラン販売(R4)
・観光タクシープラン開発(R4)
・里山ハイキング デジタル de スタンプラリー開催(R5)

[成果]
・映画のロケ地や仁淀ブル
ーを巡る観光タクシープラン
の開発、里山エリアの受入
環境整備など観光素材の
有効活用ができた。
・紙漉き体験人数の増加
R2:9,624 人

→R4:15,630 人
・町歩き体験人数の増加
R2:40 人

→R4:148 人
・カヌー・ラフティング利用人
数の増加
R2:3,797 人

→R4:4,318 人
[課題]
・天候に左右されない体験
メニューの開発
・体験メニューを周遊しても
らう仕組みづくり
・渋滞対策や受入環境の
整備

体験メニューの販売促進
■(一社)いの町観光協会、(一社)仁淀ブルー観光協議会
・まち歩き等体験メニューの磨き上げ及び地域の特産品と絡めたコースづくり
・観光事業者間の連携強化促進
・仁淀ブルー体験博への参画
･都市圏での物産観光展示会・インバウンド商談会等でのPR海外メディア等
への PR、SNS等を活用した体験メニューの周知

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度等の活用提案、各種支援制度の情報提供
・広報支援

誘客促進の取り組み ・地域産品等の販売促進
→日曜市への出店(H30～)
→観光協会によるいの町特産品オンラインショップ(R2～)
→いの町ガイドくらぶによる「いの町おいしいまちめぐり」マップ作成(R4)
→観光協会による土佐和紙を使った蝶ネクタイブローチの作成(R5)
・外国人観光客の受入体制整備
→観光協会の無料公衆無線 LAN環境等の整備(R元)
→E バイク備品整備、モニターツアーの実施、PR動画の作成(R5)
･産振アドバイザー制度の活用による道の駅土佐和紙工芸村くらうど宿
泊棟改修に併せた施設の基本計画策定(R3)
→宿泊棟改修工事(R4～)
・産振アドバイザー制度の活用によるグリーン・パークほどのの更なる観光
客増に向けた魅力向上による地域活性化(R4)
→ロッジ新設にかかるクラウドファンディング実施(R4～R5)
→オリジナル商品「にこ淵コーヒー」の開発・販売(R5)
・高知県オープンイノベーションプラットフォーム及び中山間地域デジタル
化支援事業を活用したにこ淵の渋滞対策
→カメラ等の設備導入、駐車場の混雑の見える化実証実験(R5)

イベント等の開催
■(一社)いの町観光協会、いの町
・イベント内容の磨き上げ、イベント来場者に向けたいの町の魅力発信
・SNS等を活用したイベントの周知

□県(地域本部等)
･各種支援制度の情報提供、広報支援

地域産品の販売促進
■(一社)いの町観光協会、いの町
・れんけいこうち日曜市出店時業への参加、県内外での商談会参加
・特産品オンラインショップの運営、SNS等を活用した地元産品の PR

□県(地域本部等)
･商談会等の紹介、広報支援
受入環境の整備
■いの町、事業者等
・土佐和紙工芸村くらうど宿泊棟の整備
・グリーン・パークほどのロッジ整備(クラウドファンディング)
・にこ淵基本構想の策定、渋滞・オーバーツーリズム対策とトイレ等の整備
・地域周遊促進事業の実施(国交省四国整備局等)
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度等の活用提案、各種支援制度の情報提供
・IoT 推進事業費補助金、観光振興推進総合支援事業費補助金の活用
検討

既存の体験メニューの磨き上げ

仁淀ブルー体験博への参画

新たな体験メニューの開発・PR

紙のこいのぼり等地域資源を活かした
イベントの開催

既存商品のイベント出店及び商談会等
参加による販路拡大

くら
うど
整備

イベント内容の磨き上げ・周知

特産品オンラインショップの運営

ほどの
ロッジ
整備

にこ淵周辺受入環境整備
にこ淵
構想の
策定

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.26 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進
（いの町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(一社)いの町観光協会、いの町 (1)体験参加人数※ 22,527 人
(R4)

30,500 人

AP への位置づけ H21.4 月 (2)体験メニュー売上高※ 4,349 万円
(R4)

5,950 万円

事業概要
仁淀川の美しい自然、土佐和紙の歴史、古い町並みなど、いの町の持つ魅力を活

かして体験メニューや土産品づくりを進めるとともに、季節ごとの特色あるイベントを開催
することで交流人口の拡大を図り、地域の活性化につなげる。

(3)主要観光施設入込数
※

391,119 人
(R4)

432,500 人

※指標の対象：(1)(2)カヌー、まちあるき、紙すき等の体験 (3)紙の博物館、633 美の里、木の香等の入込客数

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
体験メニューの販売
促進・磨き上げ

・体験メニューによる観光客の受入体制の強化
→食を絡めたまちあるきコース(生姜収穫体験)の実施(R元～)
→くらうど体験アクティビティ用施設改修(R2)
→グリーン・パークほどので「手ぶらで BBQ」の受け入れ開始(R2)
→映画「竜とそばかすの姫」公開記念紙の博物館限定和紙ファイル作
り体験(R3)

→仁淀ブルー体験博へのプログラム参加(R3～)
→グリーン・パークほどの×mow candle キャンドルプラン販売(R4)
・観光タクシープラン開発(R4)
・里山ハイキング デジタル de スタンプラリー開催(R5)

[成果]
・映画のロケ地や仁淀ブル
ーを巡る観光タクシープラン
の開発、里山エリアの受入
環境整備など観光素材の
有効活用ができた。
・紙漉き体験人数の増加
R2:9,624 人

→R5:18,033 人
・町歩き体験人数の増加
R2:40 人

→R5:137 人

[課題]
・天候に左右されない体験
メニューの開発
・体験メニューを周遊しても
らう仕組みづくり
・渋滞対策や受入環境の
整備

体験メニューの販売促進
■(一社)いの町観光協会、(一社)仁淀ブルー観光協議会
・まち歩き等体験メニューの磨き上げ及び地域の特産品と絡めたコースづくり
・観光事業者間の連携強化促進
・仁淀ブルー体験博への参画
･都市圏での物産観光展示会・インバウンド商談会等での PR海外メディア等
への PR、SNS等を活用した体験メニューの周知

□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度等の活用提案、各種支援制度の情報提供
・広報支援

誘客促進の取り組み ・地域産品等の販売促進
→日曜市への出店(H30～)
→観光協会によるいの町特産品オンラインショップ(R2～)
→いの町ガイドくらぶによる「いの町おいしいまちめぐり」マップ作成(R4)
→観光協会による土佐和紙を使った蝶ネクタイブローチの作成(R5)
・外国人観光客の受入体制整備
→観光協会の無料公衆無線 LAN環境等の整備(R元)
→E バイク備品整備、モニターツアーの実施、PR動画の作成(R5)
･産振アドバイザー制度の活用による道の駅土佐和紙工芸村くらうど宿
泊棟改修に併せた施設の基本計画策定(R3)
→宿泊棟改修工事(R4～)
・産振アドバイザー制度の活用によるグリーン・パークほどのの更なる観光
客増に向けた魅力向上による地域活性化(R4)
→ロッジ新設にかかるクラウドファンディング実施(R4～R5)
→オリジナル商品「にこ淵コーヒー」の開発・販売(R5)
・高知県オープンイノベーションプラットフォーム及び中山間地域デジタル
化支援事業を活用したにこ淵の渋滞対策
→カメラ等の設備導入、駐車場の混雑の見える化実証実験(R5)
・にこ淵オーバーツーリズム対策
→情報掲示板(サイネージ等)新設、遊歩道・ビューポイント新設、
駐車場拡張、トイレ新設等(R6)

イベント等の開催
■(一社)いの町観光協会、いの町
・イベント内容の磨き上げ、イベント来場者に向けたいの町の魅力発信
・SNS 等を活用したイベントの周知

□県(地域本部等)
･各種支援制度の情報提供、広報支援

地域産品の販売促進
■(一社)いの町観光協会、いの町
・れんけいこうち日曜市出店事業への参加、県内外での商談会参加
・特産品オンラインショップの運営、SNS等を活用した地元産品の PR

□県(地域本部等)
･商談会等の紹介、広報支援
受入環境の整備
■いの町、事業者等
・土佐和紙工芸村くらうど宿泊棟の整備
・グリーン・パークほどのロッジ整備(クラウドファンディング)
・にこ淵基本構想の策定、渋滞・オーバーツーリズム対策とトイレ等の整備
・地域周遊促進事業の実施(国交省四国整備局等)
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度等の活用提案、各種支援制度の情報提供
・IoT 推進事業費補助金等の活用支援

修正後

既存の体験メニューの磨き上げ

仁淀ブルー体験博への参画

新たな体験メニューの開発・PR

紙のこいのぼり等地域資源を活かした
イベントの開催

既存商品のイベント出店及び商談会等
参加による販路拡大

くら
うど
整備

イベント内容の磨き上げ・周知

特産品オンラインショップの運営

ほどの
ロッジ
整備

にこ淵周辺受入環境整備
にこ淵
構想の
策定
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.25 仁淀川町滞在交流型観光の推進
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎仁淀川町、◎(株)ビバ沢渡、◎仁淀川町観光協会、指定管理者 (1)キャンプ場利用者数※ 1,327 人
(R4)

2,000 人

AP への位置づけ R5.4 月 (2)体験施設利用者数※ － 4,400 人

事業概要
自然の景観を生かした滞在交流型観光の拠点施設としてキャンプ場やアクティビティ

施設、宿泊施設の整備を行うとともに、他の観光スポットとの周遊ルートを確立し、滞在
交流型観光を推進することで地域の活性化につなげる。

(3)主要観光施設入込数※ 32,917 人
(R4)

34,800 人

※指標の対象：(1)夢の森公園キャンプ場、ふれあい公園キャンプ場、秋葉の宿グランドキャンプ場、
(2)NIYO FLY、(3)ゆの森(入浴含む)、宝来荘(レストラン含む)、しもなの郷、秋葉の宿

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
滞在交流型観光の推
進

・仁淀川町公式ガイドブックの作成及び更新による情報発信(H24～)
・観光協会を窓口として情報の集約化を図り、ポータルサイトで情報発
信を強化（H25～）
・広報誌への掲載やSNSを活用した情報発信（H25～）
・仁淀川町観光協会を設立(H27)
・町内事業者に対して観光資源の素材収集のためのアンケート調査を
実施(R2)

[成果]
アンケート結果をもとに観
光協会が実施する「まちゆ
うで事業」による町内での
連携体制の構築
キャンプ場有料化による町
にお金が落ちる仕組みづく
り
・観光客の誘致
・SNS を活用した情報発
信による観光客の利便性
向上
[課題]
・地域にお金が落ちる仕組
みづくり
・飲食や宿泊、特産品や
土産販売の施設
・周遊プランをセールス(提
案)する仕組みづくり
・観光客と地域住民との交
流の仕組みづくり

岩屋川渓谷を活用した滞在交流型観光の戦略プラン等の実践
■仁淀川町、仁淀川町観光協会
・受入環境の整備
・滞在観光コンテンツの充実
・町内観光施設との連携による周遊プランの造成及びOTA の活用促進
・情報発信・プロモーション
・町内観光事業者や関係者間の連携強化

□県(地域本部等)
・誘客促進に関する情報の収集・発信

宿泊施設(キャンプ場
含む)の整備と施設
運営

・町内キャンプ場の整備（ふれあい公園キャンプ場、星ヶ窪キャンプ場、
夢の森公園キャンプ場）（R2～4）
・ふれあい公園キャンプ場に指定管理者制度を導入（R5∼）

宿泊施設の整備による宿泊者の受入体制の強化
■仁淀川町
・ゆの森の客室増に向けた改修工事等宿泊施設の整備
・宮崎の河原対岸での宿泊施設の整備
・キャンプ場等の整備及び指定管理者制度導入の検討

□県(地域本部等)
・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供

岩屋川渓谷を活かし
た滞在交流型観光施
設の運営

・産振アドバイザー制度の活用による戦略プランの策定（R4）
・NIYO FLY(吊り橋・ジップライン)をオープン(R5)

NIYO FLY(岩屋川渓谷吊り橋・ジップライン施設)の持続可能な経
営体制の構築
■(株)ビバ沢渡
・戦略プランの実践及び検証
・経営改善計画に係るアクションプランの確実な実行

□県(地域本部等)
・経営体制の強化などに向けた産振アドバイザー制度の活用提案

地域における｢宿泊｣・｢体験｣・｢食｣
機能の連携体制の構築

SNS・メディアを活用した情報発信

プラン実践連携会議の実施

施設の管理運営

プラン実践連携会議の実施

施設改修・整備

キャンプ場の整備

指定管理者制度等による
キャンプ場の管理運営

経営状況等に関する定例会の実施

修正項目(案)

修正前

36



仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.28 仁淀川町滞在交流型観光の推進
（仁淀川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎仁淀川町、◎(株)ビバ沢渡、◎仁淀川町観光協会、指定管理者 (1)キャンプ場利用者数※ 1,327 人
(R4)

2,000 人

AP への位置づけ R5.4 月 (2)体験施設利用者数※ － 4,400 人

事業概要
自然の景観を生かした滞在交流型観光の拠点施設としてキャンプ場やアクティビティ

施設、宿泊施設の整備を行うとともに、他の観光スポットとの周遊ルートを確立し、滞在
交流型観光を推進することで地域の活性化につなげる。

(3)主要観光施設入込数※ 32,917 人
(R4)

34,800 人

※指標の対象：(1)夢の森公園キャンプ場、ふれあい公園キャンプ場、秋葉の宿グランドキャンプ場、
(2)NIYO FLY、(3)ゆの森(入浴含む)、宝来荘(レストラン含む)、しもなの郷、秋葉の宿

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
滞在交流型観光の推
進

・仁淀川町公式ガイドブックの作成及び更新による情報発信(H24～)
・観光協会を窓口として情報の集約化を図り、ポータルサイトで情報発
信を強化（H25～）

・広報誌への掲載やSNSを活用した情報発信（H25～）
・仁淀川町観光協会を設立(H27)
・町内事業者に対して観光資源の素材収集のためのアンケート調査を
実施(R2)
・岩屋川渓谷の遊歩道整備(R6)

[成果]
アンケート結果をもとに観
光協会が実施する「まちゆ
うで事業」による町内での
連携体制の構築
・キャンプ場有料化による
町にお金が落ちる仕組み
づくり
・観光客の誘致
・SNS を活用した情報発
信による観光客の利便性
向上
[課題]
・地域にお金が落ちる仕組
みづくり
・飲食や宿泊、特産品や
土産販売の施設
・周遊プランをセールス(提
案)する仕組みづくり
・観光客と地域住民との交
流の仕組みづくり

岩屋川渓谷を活用した滞在交流型観光の戦略プラン等の実践
■仁淀川町、仁淀川町観光協会
・受入環境の整備
・滞在観光コンテンツの充実
・町内観光施設との連携による周遊プランの造成及びOTA の活用促進
・情報発信・プロモーション
・町内観光事業者や関係者間の連携強化

□県(地域本部等)
・誘客促進に関する情報の収集・発信

宿泊施設(キャンプ場
含む)の整備と施設
運営

・町内キャンプ場の整備（ふれあい公園キャンプ場、星ヶ窪キャンプ場、
夢の森公園キャンプ場）（R2～4）

・ふれあい公園キャンプ場に指定管理者制度を導入（R5∼）

宿泊施設の整備による宿泊者の受入体制の強化
■仁淀川町
・ゆの森の客室増に向けた改修工事等宿泊施設の整備
・宮崎の河原対岸での滞在拠点施設の整備
・キャンプ場等の整備及び指定管理者制度導入の検討

□県(地域本部等)
・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供

岩屋川渓谷を活かし
た滞在交流型観光施
設の運営

・産振アドバイザー制度の活用による戦略プランの策定（R4）
・NIYO FLY(吊り橋・ジップライン)をオープン(R5)
・(株)ビバ沢渡と町、県との運営状況等に関する定例会の実施
(R5～6)
・岩屋川渓谷散策イベント「ビバさんぽ」の実施(R5～)

NIYO FLY(岩屋川渓谷吊り橋・ジップライン施設)の持続可能な経
営体制の構築
■(株)ビバ沢渡
・戦略プランの実践及び検証
・経営改善計画に係るアクションプランの確実な実行

□県(地域本部等)
・経営体制の強化などに向けた産振アドバイザー制度の活用提案
オーバーツーリズムの未然防止・抑制を通じた収益化の取り組み
■仁淀川町、仁淀川町観光協会
・町内観光スポット(ひょうたん桜、花物、安居渓谷等)の事前予約制度及び
入場料徴収の導入

□県(地域本部等)
・各種支援制度、産振アドバイザー制度の活用提案や情報提供

地域における｢宿泊｣・｢体験｣・｢食｣
機能の連携体制の構築

SNS・メディアを活用した情報発信

プラン実践連携会議の実施

施設の管理運営

プラン実践連携会議の実施

施設改修・整備

キャンプ場の整備

指定管理者制度等による
キャンプ場の管理運営

経営状況等に関する定例会の実施

関係機関との協議
導入に向けた検討

運用
開始

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.26 佐川町の歴史と文化を生かした観光の推進
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎佐川町、◎(一社)さかわ観光協会、◎佐川町内の地域づくり団体・個人 (1)上町地区への入込客
数※

30,644 人
（R4） 100,000 人

AP への位置づけ H21.４月 (2) 上町まち歩きガイド利
用者数※

4,438 人
（R4） 5,900 人

事業概要
歴史的な街並みの整備を行うとともに、観光資源の効果的な活用により、「歴史と文

教のまち・佐川」の魅力を存分に感じられるまちづくりを行政・観光協会・地域が一体と
なって進める。

※指標の対象：(1)旧浜口邸の入込客数
※指標の対象：(2)特定非営利活動法人佐川くろがねの会観光ガイド利用者数

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
観光資源の利活用、
おもてなしの体制づく
り

・歴史的風致維持向上計画の認定（H21、H31）
・街並み環境整備事業を活用し、歴史的建築物の改修や整備を実施
（H21～26）
・町歩きガイド団体「くろがねの会」によるガイド事業の取り組み開始
（H23～）、ガイド育成勉強会やインバウンド対応のための英語ガイド
勉強会の開催（H28～）

・さかわ観光協会の設立（H25.4 月）
・歴史観光資源等強化事業費補助金を活用し、幕末維新博に向け
て、青山文庫の改修整備及び案内・誘導看板の整備や周遊先施
設の展示充実、情報発信機能の強化による観光クラスターの形成
（H28～29）

・館内ガイド配置支援事業を活用し、青山文庫に館内ガイドを配置
（H28～）
・産振アドバイザーを導入して、地域食材を活用した飲食メニューを開発
（H28、H30：各 3回）
・佐川町にゆかりのある JR 客車の移設・展示による観光振興に向けた
客車収容施設の整備（R元～2）
・博覧会受入環境等整備支援事業費補助金を活用し、NHK 連続テ
レビ小説「らんまん」の放送に向けた観光客受け入れ体制強化のた
め、草花ガイドの養成や、牧野富太郎ふるさと館を始めとする各種施
設の整備等を実施（R4）

・高知県観光博覧会「牧野博士の新休日」開催（R5）

[成果]
・NHK 連続テレビ小説「ら
んまん」の放送に伴う観光
客の受け入れのため、関
係者間で連携が強まって
いる。
・ガイド研修の実施によりガ
イドのスキルが向上し、多く
の観光客の受け入れにつ
ながっている。
・わんさかわっしょい体験博
体験プログラム数及び参
加者数 R2:16 プログラム
/189 名、R3:17 プログラ
ム/143 名、R4:20 プログ
ラム/196 名
[課題]
・歴史資源等を活用した
賑わいが生まれる取組の
推進
・体験型博覧会への参加
者増に向けた体験メニュー
の充実

観光資源の利活用、おもてなしの体制づくり
■佐川町、(一社)さかわ観光協会、佐川町内の地域づくり団体
・歴史的な遺産や街並みの維持・管理、町内施設等を周遊する仕掛け作
り、パンフレット・HP 等の活用、関係機関との連携による情報共有・情報発
信など
・牧野公園を核とした「まちまるごと植物園」構想の展開

■佐川町内の地域づくり団体
・町歩きガイドの育成・確保、外国人観光客の受入体制の強化に向けた勉
強会の実施、ガイドメニューの充実化検討

□県（地域本部等）
・県のメディアサイト等での情報発信など

焼酎蔵の利活用
■佐川町、関係事業者
・用地買取、実施設計の策定、施設整備

□県（地域本部等）
・観光拠点等整備事業費補助金等の活用検討、県のメディアサイト等での
情報発信など

青山文庫の改修検討
■佐川町
・改修内容の検討

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供等

体験型観光の推進 ・地域資源を活用した体験プログラムを一定期間に開催する、体験型
博覧会「わんさかわっしょい体験博」のプレ開催（H30）

・「わんさかわっしょい体験博」の開催（R元～）

体験型観光の推進
■佐川町、(一社)さかわ観光協会、体験型観光事業者
・（一社）仁淀ブルー観光協議会主催の体験型博覧会への参加者増に向
けた体験メニューの磨き上げ、常設体験型観光メニューの実施検討

□県（地域本部等）
・県のメディアサイト等での情報発信

町歩きガイドの育成

用地
買取

実施
設計

運営改修工事

牧野公園を核とした「まちまるごと植物
園」構想の展開

青山文庫改修検討

仁淀ブルー体験博への参画

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

（実施地域）
No.30 佐川町の歴史と文化を生かした観光の推進
（佐川町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎佐川町、◎(一社)さかわ観光協会、◎佐川町内の地域づくり団体・個人 (1)上町地区への入込客
数※

30,644 人
（R4） 100,000 人

AP への位置づけ H21.４月 (2) 上町まち歩きガイド利
用者数※

4,438 人
（R4） 5,900 人

事業概要
歴史的な街並みの整備を行うとともに、観光資源の効果的な活用により、「歴史と文

教のまち・佐川」の魅力を存分に感じられるまちづくりを行政・観光協会・地域が一体と
なって進める。

※指標の対象：(1)旧浜口邸の入込客数
※指標の対象：(2)特定非営利活動法人佐川くろがねの会観光ガイド利用者数

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
観光資源の利活用、
おもてなしの体制づく
り

・歴史的風致維持向上計画の認定（H21、H31）
・街並み環境整備事業を活用し、歴史的建築物の改修や整備を実施
（H21～26）
・町歩きガイド団体「くろがねの会」によるガイド事業の取り組み開始
（H23～）、ガイド育成勉強会やインバウンド対応のための英語ガイド
勉強会の開催（H28～）

・さかわ観光協会の設立（H25.4 月）
・歴史観光資源等強化事業費補助金を活用し、幕末維新博に向け
て、青山文庫の改修整備及び案内・誘導看板の整備や周遊先施
設の展示充実、情報発信機能の強化による観光クラスターの形成
（H28～29）

・館内ガイド配置支援事業を活用し、青山文庫に館内ガイドを配置
（H28～）
・産振アドバイザーを導入して、地域食材を活用した飲食メニューを開発
（H28、H30：各 3回）
・佐川町にゆかりのある JR 客車の移設・展示による観光振興に向けた
客車収容施設の整備（R元～2）
・博覧会受入環境等整備支援事業費補助金を活用し、NHK 連続テ
レビ小説「らんまん」の放送に向けた観光客受け入れ体制強化のた
め、草花ガイドの養成や、牧野富太郎ふるさと館を始めとする各種施
設の整備等を実施（R4）

・高知県観光博覧会「牧野博士の新休日」開催（R5）

[成果]
・NHK 連続テレビ小説「ら
んまん」の放送に伴う観光
客の受け入れのため、関
係者間で連携が強まって
いる。
・ガイド研修の実施によりガ
イドのスキルが向上し、多く
の観光客の受け入れにつ
ながっている。
・わんさかわっしょい体験博
体験プログラム数及び参
加者数 R2:16 プログラム
/189 名、R3:17 プログラ
ム/143 名、R4:20 プログ
ラム/196 名、R5:14 プロ
グラム/117 名
[課題]
・歴史資源等を活用した
賑わいが生まれる取組の
推進
・体験型博覧会への参加
者増に向けた体験メニュー
の充実

観光資源の利活用、おもてなしの体制づくり
■佐川町、(一社)さかわ観光協会、佐川町内の地域づくり団体
・歴史的な遺産や街並みの維持・管理、町内施設等を周遊する仕掛け作
り、パンフレット・HP 等の活用、関係機関との連携による情報共有・情報発
信など
・牧野公園を核とした「まちまるごと植物園」構想の展開

■佐川町内の地域づくり団体
・町歩きガイドの育成・確保、外国人観光客の受入体制の強化に向けた勉
強会の実施、ガイドメニューの充実化検討

□県（地域本部等）
・県のメディアサイト等での情報発信など

焼酎蔵の利活用
■佐川町、関係事業者
・用地買取、実施設計の策定、施設整備

□県（地域本部等）
・観光拠点等整備事業費補助金等の活用検討、県のメディアサイト等での
情報発信など

青山文庫の改修検討
■佐川町
・改修内容の検討

□県（地域本部等）
・各種支援制度に関する情報提供等

体験型観光の推進 ・地域資源を活用した体験プログラムを一定期間に開催する、体験型
博覧会「わんさかわっしょい体験博」のプレ開催（H30）

・「わんさかわっしょい体験博」の開催（R元～）
・「わんさかわっしょい体験博」を（一社）仁淀ブルー観光協議会主催
の体験型博覧会に統合し実施（R6～）

体験型観光の推進
■佐川町、(一社)さかわ観光協会、体験型観光事業者
・（一社）仁淀ブルー観光協議会主催の体験型博覧会への参加者増に向
けた体験メニューの磨き上げ、常設体験型観光メニューの実施検討

□県（地域本部等）
・県のメディアサイト等での情報発信

町歩きガイドの育成

用地
買取

実施
設計

運
営

改修
工事

牧野公園を核とした「まちまるごと植物
園」構想の展開

青山文庫改修検討

仁淀ブルー体験博への参画

修正後
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

(実施地域)
No.29 日高村能津地区における交流人口の拡大と地域の活性化
(日高村) 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)屋形船仁淀川、◎(一社)能津未来、◎高知 FORESTVISION(株)、
日高村 (1)屋形船乗船者数 5,083 人

(R4)
8,000 人

AP への位置づけ H21.4 月 (2)精油関係事業の売上
高※

－ 30,000 千円

事業概要

清流仁淀川の観光屋形船や集落活動センターミライエ、精油製造体験施設
など、能津地区の魅力的な観光拠点づくりを行い、観光客の増加により地域の
賑わいづくりや地域の活力の維持・向上を図ることにより地域の活性化につなげ
る。

※会計年度:５月～４月(R5.4 月精油製造開始)

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
観光客の受入態勢の
充実

・屋形船の運航開始(H24.5 月)
・屋形船乗り場周辺の遊歩道を整備(H26)
→観光拠点等整備事業費の活用

・屋形船での翻訳機の導入(H30)
・能津集落活動センターミライエのオープン(R3.4 月)
・屋形船が体験プログラムにおける安全管理マニュアル策定事業者とし
て県制度のゴールド認定を取得(R3.９月)
・能津集落活動センターミライエの整備
・精油製造施設(高知 FORESTVISION)の整備(R５)
→産振補助金の活用

・産振アドバイザー制度を活用した屋形船の外国人受入態勢の整備
(R5)

[成果]
・屋形船の運航：
H24：1隻

→ R3：３隻
・能津集落活動センターミ
ライエのオープン(R3.4 月)
高知 FORESTVISION
(株)の精油製造体験施
設の整備(R5)
・ロゲットカード配布数：
R2：140 枚

→ R4：269 枚
・地域事業者が連携した
体験観光プランの造成
・ミライエのレジ通過人数
R3：4,408 人
→ R4：7,762 人

[課題]
・持続可能な観光客の受
入態勢の構築
・精油製造体験事業の円
滑な実施と誘客の仕組み
づくり
・能津地区周遊の仕組み
づくり
・外国人旅行者へ向けた
更なる情報発信

ツアー客の受入強化
■(株)屋形船仁淀川
・雨天時の代替メニューの造成等の検討
■(一社)能津未来
・昼食や土産物の提供
■共通：村内事業者と連携した観光商品づくり
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、県主催の研修会等の紹介
屋形船遊覧ガイドの掘り起こし・スキルアップ
■(株)屋形船仁淀川、(一社)日高村観光協会
・ガイド募集チラシの配布
・ガイド研修会の開催、ガイド組織間での連携

利用者の満足度向上 ・観光拠点整備計画の策定(H24)
→観光拠点等整備事業費補助金の活用

・産振アドバイザー制度を活用した屋形船遊覧ガイド養成研修の開催
(H28:５回)
・「LOGet！CARD」(日本全国の観光スポットを統一フォーマットでシリ
ーズ化したコレクションカード)事業への参画(R2)
・映画「竜とそばかすの姫」とのタイアップ企画の実施(R3.7～8月)
・(株)屋形船仁淀川、(一社)能津未来が連携した体験観光プランの
実施(R4.10～)

魅力的な観光商品の造成
■高知 FORESTVISION(株)
・精油製造体験事業の受入れと誘客へ向けた取り組み
■共通
・外国人旅行者に対応した体験観光プランの造成
・地域事業者が連携した観光プランの造成
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、土佐の観光創生塾等の紹介

国内外に向けた情報
発信

・(株)屋形船仁淀川
OTA を活用した商品販売の開始(H30～)
ホームページのリニューアル(R4.10 月)
SNS での情報発信（フェイスブック H29～、インスタグラム R3～）
・高知 FORESTVISION(株)
インスタグラムを活用した情報発信、体験の試行的受入れ(R5～)
・(一社)能津未来
OTA を活用した体験観光の受入れ
・共通:(一社)日高村観光協会や(一社)仁淀ブルー観光協議会と連
携した情報発信、SNS を活用した情報発信

観光客誘致のための情報発信の強化
■(株)屋形船仁淀川、高知 FORESTVISION(株)、(一社)能津未来
・OTA を活用した商品販売の継続
■共通
・(一社)日高村観光協会や(一社)仁淀ブルー観光協議会と連携した情報発
信、ホームページ、SNS の活用

□県(地域本部等)
・イベント情報等の広報支援、各種支援制度の情報提供

観光
客の
受入
開始

ツアー客の受入強化

観光ガイドの掘り起こし・スキルアップ

観光商品の磨き上げ及び
PR活動

魅力的な観光商品の造成

観光客誘致のための情報発信の強化

OTA を活用した商品販売

修正項目(案)

修正前
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仁淀川地域アクションプラン 分野 観光
AP名

(実施地域)
No.33 日高村能津地区における交流人口の拡大と地域の活性化
(日高村) 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)屋形船仁淀川、◎(一社)能津未来、◎高知 FORESTVISION(株)、
日高村 (1)屋形船乗船者数 5,083 人

(R4)
8,000 人

AP への位置づけ H21.4 月 (2)精油関係事業の売上
高※

－ 30,000 千円

事業概要

清流仁淀川の観光屋形船や集落活動センターミライエ、精油製造体験施設
など、能津地区の魅力的な観光拠点づくりを行い、観光客の増加により地域の
賑わいづくりや地域の活力の維持・向上を図ることにより地域の活性化につなげ
る。

※会計年度:５月～４月(R5.4 月精油製造開始)

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
観光客の受入態勢の
充実

・屋形船の運航開始(H24.5 月)
・屋形船乗り場周辺の遊歩道を整備(H26)
→観光拠点等整備事業費の活用

・屋形船での翻訳機の導入(H30)
・能津集落活動センターミライエのオープン(R3.4 月)
・屋形船が体験プログラムにおける安全管理マニュアル策定事業者とし
て県制度のゴールド認定を取得(R3.９月)
・能津集落活動センターミライエの整備
・精油製造施設(高知 FORESTVISION)の整備(R５)
→産振補助金(一般事業)の活用

・産振アドバイザー制度を活用した屋形船の外国人受入態勢の整備
(R5～R6)

[成果]
・屋形船の運航：
H24：1隻
→ R3：３隻
・能津集落活動センターミ
ライエのオープン(R3.4 月)
高知 FORESTVISION
(株)の精油製造体験施
設の整備(R5)
・台湾ツアー客による屋形
船乗船者数、精油販売
額の増加
・地域事業者が連携した
体験観光プランの造成
・ミライエのレジ通過人数
R3：4,444 人
→ R5：8,907 人
・ミライエで地域食材を使っ
た新メニューを開発・提供
[課題]
・持続可能な観光客の受
入態勢の構築
・精油製造体験事業の円
滑な実施と誘客の仕組み
づくり
・精油の販路開拓・販売
促進
・能津地区周遊の仕組み
づくり
・外国人旅行者へ向けた
更なる情報発信

ツアー客の受入強化
■(株)屋形船仁淀川
・雨天時の代替メニューの造成等の検討
■(一社)能津未来
・昼食や土産物の提供
■共通：村内事業者と連携した観光商品づくり
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、県主催の研修会等の紹介
屋形船遊覧ガイドの掘り起こし・スキルアップ
■(株)屋形船仁淀川、(一社)日高村観光協会
・ガイド募集チラシの配布
・ガイド研修会の開催、ガイド組織間での連携

利用者の満足度向上 ・観光拠点整備計画の策定(H24)
→観光拠点等整備事業費補助金の活用

・産振アドバイザー制度を活用した屋形船遊覧ガイド養成研修の開催
(H28:５回)
・映画「竜とそばかすの姫」とのタイアップ企画の実施(R3.7～8月)
・(株)屋形船仁淀川、(一社)能津未来が連携した体験観光プランの
実施(R4.10～)
・高知 FORESTVISION(株)で、精油工房の見学・試香体験(R6.2
月～)、精油の蒸留体験(R6.8 月～)を開始

魅力的な観光商品の造成・精油の販売促進
■高知 FORESTVISION(株)
・精油の販路開拓･販売促進
・精油製造体験事業の受入れと誘客へ向けた取り組み
■共通
・外国人旅行者に対応した体験観光プランの造成
・地域事業者が連携した観光プランの造成
□県(地域本部等)
・産振アドバイザー制度の活用提案、土佐の観光創生塾等の紹介

国内外に向けた情報
発信

・(株)屋形船仁淀川
OTA を活用した商品販売の開始(H30～)
ホームページのリニューアル(R4.10 月)
SNS での情報発信（フェイスブック H29～、インスタグラム R3～）
・高知 FORESTVISION(株)
インスタグラムを活用した情報発信、体験の試行的受入れ(R5～)
・(一社)能津未来
OTA を活用した体験観光の受入れ
・共通:(一社)日高村観光協会や(一社)仁淀ブルー観光協議会と連
携した情報発信、SNS を活用した情報発信

観光客誘致のための情報発信の強化
■(株)屋形船仁淀川、高知 FORESTVISION(株)、(一社)能津未来
・OTA を活用した商品販売の継続
■共通
・(一社)日高村観光協会や(一社)仁淀ブルー観光協議会と連携した情報発
信、ホームページ、SNS の活用

□県(地域本部等)
・イベント情報等の広報支援、各種支援制度の情報提供

観光
客の
受入

ツアー客の受入強化

観光ガイドの掘り起こし・スキルアップ

観光商品の磨き上げ及び
PR活動

魅力的な観光商品の造成

観光客誘致のための情報発信の強化

OTA を活用した商品販売

精油の販路開拓・販売促進

修正後
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